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事 業 報 告 書



令和 7年度 大牟田市社会福祉協議会 事業報告

令和7年度は、「第4次大牟田市地域福祉実践計画」の4年目にあたり、計画に掲げる重点取

組の推進に向け、前年に引き続き「不登校・ひきこもり支援事業」「市民サポーター養成講座」

「死後事務委任契約事業」「買い物支援事業」を中心に各種事業を展開しました。特に、死後事

務委任契約事業については、専門職と連携して、制度設計に向けた検討を進め、要綱や契約書

等の作成に取り組むなど、令和8年度実施に向けた準備を進めました。併せて、「子育て世帯訪

間支援事業」においても、支援を必要とする子育て世帯へのパイロツト事業としてヘルパーを

派遣したところです。

また、「′S、れあいサロン活動」については、生活支援コーディネーターと連携し、各サロンの運

営状況や地域特性に応じた相談支援を行うとともに、市京大学の協力を得ながら、世代間交

流の促進や活動の活性化に努めました。さらには、「地域リーダー合同研修会」では、これから

の地域福祉のあり方や地域福祉推進に必要な学びと情報共有の機会を提供しました。

令和7年度の特記すべき事項は、以下のとおりです。

【令和7年度の特記すべき事項や活動】

①事務局体制の強化～子育て支援準備室の設置～

子ども政策が推進されている中で、本会においても子育て支援施策を総合的かつ効果的に

実施するため、子育てに関する事業を一元化し、より円滑な事業運営を図ることを目的に、

新たに「子育て支援準備室」を設置しました。この部署では、フアミリー・サポート・センターや

つどいの広場、放課後児童健全育成事業を所管し、歴木保育所を含めた事業間の連携強化

を図りながら、安心して子育てができる地域づくりに向けた体制整備を進めました。

また、令和8年度に受託予定である「子育て世帯訪問支援事業」についても、実施に向け大

牟田市と協議を重ねました。

②訪問入浴介護事業からの撒退

訪問入浴介護事業については、昭和50年代に開始した「在宅寝たきり老人入浴サービス事

業」を前身として、介護保険制度創設後も在宅生活を支える重要なサービスとして事業運営

に努めてきました。しかしながら、通所介護事業所等の増加に伴う利用者の移行に加え、慢

性的な介護人材不足や従事者の高齢化などにより、事業を取り巻く環境は年々厳しさを増

し、安定的かつ継続的な事業運営が困難となつた状況となりました。そのようなことから、

今後の事業継続について、福祉サービス部会で総合的に検討した結果、令和7年度末をもつ

て訪問入浴介護事業を終了し、事業撤退することとしました。なお、事業終了にあたつては、

利用者への影響を最小限にとどめるよう関係機関との連携を図り、必要な引継ぎや調整を

行いながら、円滑な移行に努めました。

③第5次大牟田市地域福祉実践計画策定に向けたヒアIリング調査の実施

令和6年度に実施した地域福祉カアンケート調査結果を踏まえ、地域の実情や課題をより具

体的に把握し、計画策定に反映させることを目的として、校区社会福祉協議会の協力を得

てヒアリング調査を実施しました。調査では、各校区における様々な生活課題の発見に努め

るとともに、地域住民や関係者の意見を通じて、新たな福祉課題や地域課題の把握、課題解

決に向けた方策の整理を行いました。併せて、地域ごとの実情や特性、住民活動の状況、支

え合い活動における課題やニーズについても把握し、第5次大牟田市地域福祉実践計画策

定に向けた基礎資料とすることができました。

各事業の実施状況については、基本国標ごとに報告いたします。
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第4次大牟田市地域福祉実践計画の施策体系図

基本理念 施 策

社
会
的
に
孤
立

誰
も
が
安
心
し

(1)誰もが参加できる健康づくり。

疾病予防の推進

(2)誰もが住み慣れた地域で暮らし

続けるためのサービスの提供

(3)福祉・介護人材の育成・確保

(1)安心して暮らせる地域づくり

(2)地域コミュニテイの活性化と

新しい「公」の担い手づくり

【基本目標1】

一人ひとりが尊重され、安心して

相談できる社会

【基本国標2】

健康的で、住み慣れた地域で暮らし

続けられる社会

【基本目標3】

誰もが多様なきつかけやつながりで

参加できる社会

【基本目標4】

新たな担い手が生まれる

持続可能な社会

(1)包括的な相談支援体制の構築

(2)権利擁護体制の充実

(3)同じ立場や課題を経験した

人同士の支え合い。居場所の充実

(1)幅広い参加・就労機会の創出

(2)社会参加を実現する

アクセシビリティの向上

(3)教育の充実。学習活動の促進

(4)住まいの確保と生活支援の充実

これらの計画を遂行していくためには、「社会福祉協議会基盤強化計画」が必要です…

1,人材(ヒト)の強化

2.資金(カネ)の強化
3.資材(モノ)の強化
4.情報 (ネツトワーク)の強化

社会福祉協議会基盤強化計画
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【基本目標 1】
一人ひとりが尊重され、安心して相談できる社会

(1)包括的な相談支援体制の構築

①生活困窮者自立支援事業(市受託事業)

0自立相談支援事業

(i)相談経路

新規相談件数は438件と前年度より減少したが、生活
保護世帯からの相談は159件と増加しており、合わせる 乱
と597件の相談があつた。また継続相談としては、年間
3,755件の相談対応を行つた。新規相談者からの相談
経路は「本人」(59.8%)、 次に「専門機関・職」(23.3%)、

民生委員など

親戚等

「家族・親戚・家日人」(13%)、「民生委員など(3.8%)」 と          60%
なつている。

依然として、本人からの相談は高い割合で推移しているが、今年度は専門機関
。職から

の相談が増加しており、多機関協働で支援を行つている。

専門韓閥刺
2

80イt陛

12%

60代
13%

プラン策定
11% ―卜_

情報提供
61%

14%

本人

30イt
%

40代
11%

(ii)年代及び相談内容

例年同様、幅広い世代から相談を受けている。

年代別の割合は、10～ 20代からの相談が13%、 30

代と40代が約10%前後、50代が14.4%となつてお

り、稼働世代からの相談は多いが、60代以上の高齢

者からの相談も増えている。また、電話による相談は、

年齢を確認できないため、年代不明が22.8%となつ

ている。相談内容は、多重債務 (経済的困窮)や就職活

動困難、ひきこもり(社会的孤立)、 食料支援や居住支

援など多岐に渡つている。

(ili)スクリーニング※結果

スクリーニング結果については、「I盾報提供・本目談対

応」が 60.5%と最も多く、相談件数の半数以上を占
めており、「専門機関への繋ぎ」は28.1%と前年度よ

り若千減少した。継続支援のためのプラン策定をし

た件数は、昨年より減少しているが、中・長期に渡つ

て伴走する相談ケースも多い。

| ※スクリーニングとは、審査・選考・ふるい分けのこと。

不明  10～ 20代
23% 13%

専門機関へのつなぎ
28%

(")専門機関へのつなざ先

本会における食料や日用品、家電などの生活物資支援や生活福祉資金貸付事業に加え、

グリーンコープによる家計改善支援による家計の見直し、不登校・ひきこもり支援につい

ては、不登校・ひきこもり家族の会等へ繋いだ。また、成年後見センター、高齢・障がい
。

児童に関わる専門機関等と連携を図りながら、幅広い支援を実施することができた。

つなぎ先については、次のとおりである。
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市福祉課 2件生活福祉資金 27件

1件日常生活自立支援事業 2件 市子ども家庭課

5件13件 障害者相談支援事業所生活保護制度

2件食料支援・日用品・家電等 52イ牛 ライフサポートセンター

33イ牛 地域包括支援センター 3件家計改善支援(グリーンコープ)

3件成年後見センター 2件 福岡県社会福祉協議会

1件 他市社会福祉協議会 1件大牟田市社会福祉協議会(福祉サービス課)

刊件男女共同参画センター 2件 障害者就業・生活支援センター

1件3件 清掃業者不登校・ひきこもり家族の会

154件計

件 数つなざ先 ※重複有り 件 数つなぎ先 ※重複有り

(v)相談窓国の周知

全戸配布の「社協だより」、毎月発行の「事務局通信」及び生活支援相談室 Facebook、

Xを活用し、相談支援の内容や様子などについて広く情報発信を行つている。

また、メールでの対応も行い、相談しやすい環境づくりに努めるとともに、関係機関への

リーフレット配布や研修会等を通じた事業説明も行い、生活支援相談室の同知を図つた。

(朗 )食料。日用品等支援の充実

昨今、収入減や物価高騰などの理由による生活困窮者への食料支援が増加している。相

談者の中には、ライフラインがストツプするなどの緊急性が高い事案も多数見受けられ

た。今年度も「大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会」「グリーンコープ生活協同組

合ふくおか」「フードバンクありあけ」等と連携し、食料や日用品の提供を行つてきた。食

料支援の同知とともに、様々な企業・団体や個人等からの食料 ,日用品等支援の輪が広

がつている。

(Mi)専門機関との連携

高齢・障がい。児童などの専門機関や行政及び八□一ワーク、年金事務所など、様々な課

題に応じた関係機関との連携を図つている。相談者の抱える生活課題は、潜在化したも

のも含めると複合的であることが多いため、今後も新たな協力機関の確保に努め、連携

強化を図つていきたい。

5月 15日 地域ケア会議 (中央地区地域包括支援センター)

7月¬1日 大牟田市保護課・福祉課職員研修 (～ 15日まで3日間)

10月 17日 三川よらん会 (ケアマネサポート事業)

2月 2日 包括ケア会議

分野横断的当事者研修2月 3日

手鎌校区民生委員定例会2月 21日

実 施 日

社会福祉法人恩賜財団済生会支部 福岡県済生会大牟田病院・大牟田ライフケア院、フードバンクあ

りあけ、NPO法人つなざteおおむた、(宗)天理教玉竜分教会、」Aみなみ筑後女性部、南筑後農業

協同組合役職員連盟、い八ピエスト カープスゆめタウン大牟田・イオンモール大牟田、NPO法人い
るか、日月パートナーズ税理士法人、セプンイレブン・ジヤパン、西日本シテイ銀行大牟田支店、イオン

九州仰 イオン大牟田店

食料。日用品等提供企業・団体
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②住居確保給付金事業

離職や事業の廃業により、住宅を喪失している、または喪失するおそれのある人を対象に、

家賃相当額を支給することにより、住宅及び就労機会の確保に向けた支援を行つている。

事業実施に際しては、「生活保護受給者等就労自立促進事業」を活用した就労支援や自立

相談支援における面談、あるいは必要に応じ、生活福祉資金貸付事業を併用するなどの

支援を行つた。

また、今年度からの制度改正により、申請者と同一世帯の世帯に属する人の死亡や離職ま

たは自営業の廃上により、経済的に困窮し住居を失つた人、または喪失するおそれのある

人を対象に、転居費用相当分の給付金 (上限あり)を支給する「転居費用の補助」が、新た

に追加された。今年度は、該当する相談はなかつた。

【住居確保給付金利用状況】 ※延長・再延長含む

O特定被保護者支援

今年度から、生活保護脱却が見込めると市が選定した特定被保護者に対し、保護から自立

した後の伴走支援事業が始まつた。支援のため、保護課をはじめとする関係機関との情報

共有や、支援調整会議へ参加したが、今年度は、直接の支援には至らなかつた。

0学習支援事業

市内の小・中学生(生活困窮世帯や不登校含む)等を対象に、市内3カ所で学習教室を開催

している。学習教室では、学力向上を図るとともに、子どもの居場所づくりにも努めた。加

えて、季節のイベントを取入れ、子どもとボランテイアが交流する機会を増やした。また、進

学する際の就学支援資金制度などの様々な情報提供も行つた。

今年度は、学習支援事業の同知啓発のため、教育委員会を通じ、市内全中学生及び各教室

の近隣小学校児童ヘチランを配布し、利用勧奨を行つたことにより、3教室を合わせて、約

161%の増となつた。

(i)学習教室の開催

【実施会場及び曜日】

6件申請件数 2件 8件
2件 6件 6件決定件数

R6年度R5年度区 分 R7年度

手鎌地区公民館

三川地区公民館
毎週水曜日 司8:00～ 20:00

※第5水曜日、日・祝日・年末年始は除く
総合福祉センター

実 施 曜 日・時 間実 施 会 場
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【参加者・ボランテイア】 (令和8年3月 3¶ 日現在)

(ii)夏季学習交流会の開催

夏休みの思い出づくりを兼ねて、3教室 (手鎌・三川・総合福祉センター)に通う子どもた

ちを対象にボランテイア等が主体となつて学習交流会を実施し、夏休みの宿題をはじめ

とした学習支援やレクリエーシヨン、工作づくり等を行つた。

(ili)クリスマス会の開催

「子どもたちのために活用してほしい」といただいた寄付金を活用し、12月 17日に3教

室で、初めて「プチ★クリスマス会」を開催した。学習の後に、クリスマスケーキを食べな

がら、ビンゴ大会を行つた。

(iv)高校入試に向けた冬季学習会の開催

各教室での中学3年生を対象に、数学に特化した冬季学習会を実施した。高校入試対策

として、福岡県で出された過去問題を中心に、数学の基礎的な計算問題の演習や解説を

行い、理解を深めることができた。

2名

1

0名

名 1名

2名 0名

0名登録者数

(高校生)

R7年度

R6年度
20名

12名 14名

15 57名

43名
R7年度

R6年度

22名

17名

登録者数

(中学生)

18名

20名2名

0名 4名

1名

登録者数

(小学生) R6年度

R7年度 ¬4名

17名

延862名

延1,391延671名

延483名

延308名

延¬18名

延4¬ 2名

延26¬ 名
年間参加者数

R7年度

R6年度
10名

10名

23名

26名

R7年度

R6年度

6名

9名

7名

7名
ボランテイア数

実 施 場 所 総合福祉センター三川地区公民館手1兼地区公民館 合 計

8月 2日  9:00～ 15:00

総合福祉センター全館

小学生7名、中学生12名、ボランテイア16名、大牟田生物愛好会2名 /計37名

■参加者持参の課題学習支援

■子ども・地域食堂での昼食

■理科の実験や顕微鏡観察

■英語及び数学の特化学習支援

■レクリエーシヨン(モルック)

■工作づくり
内 容

参加者

会 場

実施日

12月 20日 9:00～ 12:00

総合福祉センター 2階 大会議室

中学生17名、ボランテイア4名  合計21名
高校入試対策テスト(数学)の実施と解説内 容

参加者

会 場
実施日
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(v)学習支援ボランティア会議の開催

3教室合同による学習支援ボランテイアとの会議を2回開催し、各教室の実施状況等に

ついて意見交換を行つた。

【第1回】

【第2回】

(M)進学先実績

学習支援を利用した中学3年生の進学先は以下のとおり。

|【進学先実績】

1有明高校3名、誡修高校3名、大牟田高校5名、杉森高校1名、柳川高校2名、天理高校¬名、
十三池高校¬名、大牟田北高校可名、ありあけ新世高校5名、三池工業高校2名  /合計24名

O就労準備支援事業

ひきこもり等の理由で就職活動や就労定着が難しいと思われる人に対し、①生活習慣形成

のための日常生活自立支援、②就労の前段として必要な社会的能力の習得のための社会

的自立支援、③一般就労のための基礎能力を身につける就労自立支援等、一人ひとりの

状況や段階に応じ支援を行つた。

(i)相談内容

利用件数は延150名、479件。今年度の就労準備支援プログラム作成件数は12件とな

った。ひきこもりの状態にある人や人間関係に苦手意識があり就労に踏み出せない人な

どに対して、必要に応じて関係機関と連携しながら、一人ひとりの能力や適性、就労意

欲の有無等に合わせた支援を行つた。

(ii)就労体験

就労に不安を抱える人や退職後ブランクがある人に対して、

本会が実施するデイサービスでの軽易な就労体験や軽作業

(印刷、掃除、製本、名刺作成など)に従事してもらい、その

労働の一部を幸R酬として支給した。この就労体験は、働くこ

とに喜びを感じてもらい、仕事に対する自信をつけることを

目的に実施しており、今年度就労準備支援プログラムを作

成した人を含む、実際に作業を行つた件数は、延58名、310回となつた。また、本会及

び他の就労支援機関等での就労体験としては延8名、29回となつており、今年度は、大

牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会と連携し、就労体験受入先(詳細は、P24参照)

の拡大にも努めた。

6月 12日

総合福祉センター 1階 ミーテイングルーム

ボランテイア11名 (手鎌5名、三川2名、総合福祉センター4名 )、 事務局5名

①学習支援事業の運営状況について

②夏季学習交流会の実施内容について内 容

出席者

会 場

3月 ¬9日

総合福祉センター 1階 ミーテイングルーム

ボランテイア7名 (手鎌2名、三川2名、総合福祉センター3名 )、 事務局4名

①令和7年度学習支援事業の報告について

②令和8年度学習支援事業について(サブリーダー制の導入)

⑤ 令和8年度学習支援事業のスケジユールについて
内 容

出席者

会 場

実施日
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(iii)就労セミナー

【コミュニケーション講座】

就労にブランクのある人や職場の人間関係で悩んだ経験

がある人など、就労を希望していても働くことに不安のあ

る人を対象に、対人関係への不安軽減及び自信回復を図

ることを目的として「コミュニケーシヨン講座」を開催した。

【就労支援セミナー】

働きづらさを抱える人やその家族、支援関係者、ならびに就

労支援に関心のある企業等を対象に、就労体験の機会や就

職・就労定着に至るまでの継続的な支援内容について理解

を深めてもらうことを目的に「就労支援セミナー」を開催し

た。また、就労に関する悩みや不安を抱える人が身近に相談

できる窓国として、就労支援相談窓国の周知啓発を行い、支

援につながるきつかけづくりを図つた。

(iv)専門機関との連携

ひきこもりの支援や何らかの障がいの疑いがある人などの支援のため、障害者就業・生

活支援センターや障害者就労移行支援事業所、大牟田市社会福祉法人地域公益活動協

議会(社会福祉法人による就労困難者への就労支援パイロツト事業 )、 ハローワークの就

労支援ナビゲーターと連携し、アセスメントを通して本人や家族支援を含めたアプロー

チを行つた。また、高齢者、障がい者、若者等のそれぞれの分野で就労支援を実施してい

る機関が、就労体験先の相互協力及びスキルアップを目的とした「おおむた就労支援ネ

ットワーク会議(P37参照)」を開催しており、本会もこれに参画している。

¬2月 12日

総合福祉センター 2階 大会議室

障害者就労・自立支援センター「たんぽぽ」施設長 谷山 恵一さん

②〔グループワーク〕カードゲーム

障害者就労・自立支援センター「たんぼぽ」大牟田中央サテライトオフイス

就労移行支援事業責任者代行

ミュニケーシヨ円滑に る

当

ヴアンデンブリンク典子さん

①〔座学〕

内 容

参加者

場

実施日

000

3月 19日

イオンモー)レ大牟田 イオンホー)レ

19名

【第1部】

基調講演「働きづらさつて何?～働きづらさを抱える人へのサポート～」

障害者就労・自立支援センターたんぼぽ 施設長 谷山 恵一さん

【第2吉 [】
シンポジウム「『はたらく』を叶えるためにみんなでできること」

《進行》障害者就労。自立支援センター たんぼぼ 施設長 谷山 恵一さん

《登壇》ラテロジコンサルティング 代表 藤戸 淳さん

就労支援を受けた元当事者

大牟田市社会福祉協議会 生活支援相談室職員

内 容

参加者

会 場
実施日
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0-時生活支援事業
家賃滞納等の理由により住居を持たない人、DV被害から逃れるための居場所がない人、

ネットカフェや車に寝泊まりし、住居形態が不安定な人等に対し、一定期間、宿泊場所を提

供した。また、必要に応じて、食料・日用品等の支援も実施した。宿泊期間中に、住居の確保

や求職活動または生活保護申請など、安定した生活を送れるような支援も合わせて行つた。

【利用件数】

②生活福祉資金史付事業(県社協受託事業)

0生活福祉資金貸付事業
低所得者、高齢者及び障がい者等の世帯に対して、生業、住宅、災害、福祉、就学、緊急小

口、離職者等の各種資金の貸付相談の受付を行い、資金の種類によつては民生委員の協

力を得ながら、借受世帯の自立に向けた指導、支援を行つた。

【生活福祉資金受付等実績】

【生活福祉資金貸付状況】 (単位 :千円)

②特例貸付世帯フオローアツプ事業

コロナ特例貸付を受けた後も生活困窮状態が続いている世帯に対して、自立相談支援事

業へとつなぐためのアプローチを行つた。

6泊ホ テ ル 3世帯
594)白15世帯シェ)レター

世 帯 数宿 泊 先 延ぺ宿泊日数

| |

0件45件

84.9% (前年0件 ) (前年0件 )

0件R7年度

前年比

190件

115.9%

相談者数実績件数 貸付決定件数

0 0 02 400 0総合支援資金

3151,107 6 6,990 3福 祉 費 5

1司 ¬,032 16 1,262福 祉 費
(生活保護世帯)

¬0 944

8 651131    1,202 8: 743緊 急 小 口

15,468 16 8,55020 12,887 24教育支援資金

1,30¬2,741 4 1,768 2教育支援資金

(生活保護世帯)
5

26,00153 45 12,079合    計 55 司9,281

件 数  金 額
区  分

件 数件 数  金 額 金 額

R6年度R5年度 R7年度

応を行う中で、必要に応じて家

計相談をはじめ多機関と連携し、課題解決に向けた支援を延べ553件
とし生活困窮者自

した。

帯借受人、連帯保証人)に対し、架電にて生活】犬況の確認を行つた。

対象者119名のうち、行方不明や死亡等を除く架電対象者は70名だつ

た。46名の状況確認ができ、一定の生活維持ができていると回答した
人が39名、家計相談等の支援に繋がつた人が7名であつた。特例貸付

借受人の性質上、就労している年代が中心のため架電対応できない場

合もあったが、留守番電話を活用し、自立相談支援や家計改善支援の窓

うち、 た 借受人、連

口案内を行うことができた。

特例貸付借受世帯ヘ

の相談援助

特例貸付借受人への

アプローチ
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③各種相談事業

0行政書士相談

毎月第3水曜日に行政書士による相談会を実施し、家庭、離婚、金銭貸借、財産相続等の相

談に親身になつて対応し、内容によつては無料弁護士相談や関係機関へ橋渡しをした。今

年度の相談件数は21件であつた。

②福祉サービス苦情解決相談

福祉サービス等の利用における様々な問題について、当事者間で解決できない場合は、

「第二者委員会」を設置し、その解決を図ることとしている。今年度は、相談依頼はなかつ

たが、第二者委員会を開催し、各事業部門のヒヤリ・ハットを報告した。

(2)権利擁護体制の充実

①大牟田市権利擁護センター運営事業

認知症、知的障がい、精神障がいなどにより、判断能力が不十分な人が地域で安心して暮

らせるよう、成年後見センター運営事業及び日常生活自立支援事業を一体的に推進すること

を目的に「大牟田市権利擁護センター」を運営し、以下の事業を実施した。

0成年後見センター事業 (市受託事業)

大牟田市成年後見センター(以下「センター」)は、認知症、知的障がい、精神障がいなどの

理由により、判断能力が不十分な人々の権利を擁護し、支援するための法制度である「成

年後見制度」の利用促進を図るとともに、事業協力者である市民後見人の養成・活用を行

うことを目的としている。被後見人等が地域でその人らしく安心して暮らせるよう、以下の

センター運営事業を実施した。

また、中核機関として、後見人等候補者選定調整委員会を設置し、当事者本人の状況に応

じて、適切な後見人を家庭裁判所に推薦するため、三士会(弁護士会・司法書士会・社会福

祉士会)を交え、受任調整を行つた。

(i)成年後見制度の利用や権利擁護に関する相談・助言及び対応

センターの初回相談者数は 126件 (実人数)。

相談対象者、相談経路、相談内容等別の傾向としては、

昨年度と大差ない結果となつており、「本目談対象者」は

依然として高齢者が多く、「相談者」は親族と専門職が

多く、次いで地域包括支援センターやケアマネジヤー、

医療機関等となつている。

また、初回相談数のうち、初回のみで終結49件、継続

支援77件で、継続支援の延べ回数は328回 となつた。

(ii)市民後見人の養成・登録

その他

8%

/

知的障がしゴ
5%

相談対象者 区分別

より多くの人が成年後見制度を学び、活用できるようになることで、地域社会に

おける権利擁護の推進を図る

5月 20日 ～6月 17日 毎週火曜日(全 5回 )
6月 20日 ～7月 18日 毎週金1震日(全 5回 )

総合福祉センター 2階 大会議室

受講生26名

市民後見人活用講座

参加者

場

実施日

目 的
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市民後見活動を前提に人材を養成し、市民後見人登録者を増やすために開催

9月 12日～10月 17日 毎週金曜日(全6回 )
総合福祉センター 2階 大会議室

受講生8名

市民後見人実務養成講座

参加者

会 場
実施日

目 的

市民後見人登録者の資質の向上と次年度の登録更新における必須の更新研修

として開催

1月 16日

総合福祉センター 2階 大会議室

市民後見人41名

市民後見人実務者請座

参加者

会 場

実施日

目 的

市民後見人の個人受任に向け、具体的な後見事務の内容について理解を深める

ために開催

3月 11日

総合福祉センター 2階 大会議室

市民後見人9名

市民後見人個人受任研修

参加者

会 場

実施日

目 的

(iti)市民後見人活用による法人後見受任及び市民後見人活動の支援

今年度は、新たに6件を法人受任し、財産管理や市民後見人による訪問等の支援を行つ

たが、死亡件数が12件あつたので、実働件数は6件減つて46件となつた。

(iv)成年後見制度や権利擁護に関する啓発

成年後見制度の同知啓発を目的として講座や相談会等を下記のとおり実施した。

【公開講座】

141件 (後見¬04、 保佐28、 補助9)

46件 (後見30、 保佐12、 補助4)

95件 (後見74、 保佐16、 補助5)

12件 (後見6、 保佐4、 補助2)今年度終了件数

死 亡 件 数

実 働 件 数

総 受 任 件 数

法人後見受任

49件 (延895回 )
31名 (登録者43名 )活動人数

活動件数

市民後見人活動

4月 12日

イオンモー)レ大牟田 イオンホール

25名

市民向け講座「成年後見制度を学ぼう !」

参加者

会 場

実施日

33名4月 8日 成年後見センター講話 (行信寺)

28名三井金属鉱業(株)大牟田OB会4月 23日
7名4月 14日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前請座(勝立支店)

7名大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(三池支店)6月 18日

実 施 日 対 象 者 参加者

【出前講座】
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7月 8日 親仁会ケアマネジャー向け出前講座 14名

7月 16日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(新栄町支店) 13名

7月 18日 ろうきん友の会 21名

9月 17日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(吉野支店) 8名

10月 22日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(三川支店) 1¶ 名

11月 19日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(通町支店) 4名

12月 17日 大牟田柳川信用金庫職員向け出前講座(本店) 9名

【無料相談会】

【成年後見啓発フオーラム】

(v)成年後見制度や権利擁護の関係機関との連携

【事務局として開催】

【委員または構成メンバーとして出席】

(vi)中核機関としての法人後見等監督人事業

令和6年度より、後見監督人として1件を就任した。3カ月に一度の報告書の確認を行う

とともに、身上監護及び金銭管理に関する相談を受けた。

大牟田柳川信用金庫(本店)4月 15日

6月 13日 大牟田柳川信用金庫(勝立支店)

8月  8日 大牟田柳川信用金庫(三池支店)

みんなの健康展 `25(文化会館)9月 14日

10月 15日 大牟田柳川信用金庫(本店)

12月 15日 大牟田獅円|1信用金庫(新栄町支店)

終活セミナー(イオンホール)1月 24日

2月 13日 大牟田柳川信用金庫(吉野支店)

実 施 場 所実 施 日

2月 6日

おおむたアリーナ 会議室1～4

【第1部】基調請演
「かんたんな相続税・贈与税」

講師:税理士法人併 tax代表 」WII清春さん
【第2部】①請義「成年後見制度の今」 講師:弁護士 中尾 哲郎さん

②講義「成年後見物語」講師:大牟田市成年後見センター長 竹本 安伸

市民後見人 角 登志治さん

9
う!!～相続税・贈与税・成年後見～正しく学ん

参加者

内 容

会 場
実施日

後見センター事業の適正な運営の管理・監督を目的として年3回 F汗町樫

センターに登録した市民後見人の活動が円滑に実施されるよう監督・指導・

助言することを目的として年12回開催

市民後見人の活用を前提に法人受任することの協議を目的として必

要に応じて開催(今年度は8回開催)

中核機関の事業として、後見人等候補者について受任者選定の調整

を行うことを目的に開催(今年度は5回開催)

成年後見制度の円滑な運用を図るため各関係機関が集まり、事務手

続きを中心に情報共有を目的として年1回開催

運営管理委員会

執務管理部会

受任検討委員会

後見人等候補者

選定調整委員会

成年後見事務連絡会

権利擁護に関わる支援者間での情報共有及び連携を図ることを目的に

年4回出席
大牟田市権利擁護連絡会

1件 (後見1、 保佐0、 補助0)総 受 任 件 数

法人後見監督人受任
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②日常生活自立支援事業(県社協受託事業)

認知症・択目的障がい。精神障がい者で判断能力が不十分なために、福祉サービスの利用や

金銭管理等に不安のある人に対して、利用者との契約に基づき、日常的な金銭管理を行

つた。今年度は延べ1,939件の支援を行つた。新規契約者数は25名、解約者数は12名

となり、利用者数は年々増加している。また、生活保護受給者の新規利用者数は16名で

あり、全契約者のうち生活保護受給者は63名で、全体の62%を 占めている。利用者の内

訳は、認知症の利用者数が54名と最多で、全体の利用者数の約5割を占めているが、知

的障がい者及び精神障がい者の利用も増加傾向にある。生活支援員の養成としては、キ

ャロットサービス及びフアミリー・サポート・センターと合同で、11月 に「市民サポーター養

成講座」を実施し、今年度は、新たに4名の登録があつた。また、生活支援員の資質向上を

目的に3月 に「生活支援員研修会」を実施した。

【日常生活自立支援事業実績】

※()内は生活保護受給者

□認知症高齢者  口知的障がい者  口精神障がい者 園一般世帯 □生保世帯
11939

(名 )

120

100

80

60

40

20

0

86

(件 )

2,OOO

l1500

1,000

500

0
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

0死後事務の検討

身寄りのない人や親族と疎遠になつている人を対象に、本人死亡後の事務 (葬儀、火葬、

納骨等)を親族に代わつて行うための「死後事務委任契約」について、専門職と連携を図り、

法的問題や課題の洗い出しを行いながら、要綱や契約書等を作成し、令和8年度実施に向

けての準備を行つた。また、今年度は多機関多事業所で構成している「終活ケアプラザあり

あけ」に加入し、終活に関する同知啓発を行う「終活セミナー」に参加し、本会も相談ブース

を設け、参加者からの相談に対応した。

■終活セミナー

27名 (16名 ) 1,939イ牛(1,312イ牛) 45名R7年度 101名 (63名 )

1,817件 (1,140件 ) 48名86名 (55名 ) 17名 ( 7名 )R6年度
158.8% 106.7% 93.8%前年比 117.4%

新規契約者利用者数区 分 生活支援員延べ利用件数

利用者(契約者)種別の推移 利用件数の推移

1,666

1 31
1

1月 24日

イオンモー)レ大牟田 イオンホー)レ

約120名

【第1部】講演「人生100年時代 損をしないための 賢い終活」
講師 :エンデイング・コンサルタント佐々木 悦子さん

【第2部】講演「空き家になつてしまつた後について」
講師 :ありあけ不動産ネット協同組合 理事長 )II添 健一さん

【第3菩[】 イ固男」ホロ談会

内 容

参加者

会 場
開催日

りあ

司法書士法人リーガル・テラスたけもと、
大牟田市社会福祉協議会

け不動産ネット協同組合、株式会社マルヱ産業、岡田・後藤法律事務所、
株式会社自雲社、株式会社にしけい有明支社、お助け本舗熊本玉名店、
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(3)同じ立場や課題を経験した人同士の支え合い・居場所の充実

①ふれあいサロン活動支援

高齢者や子育て中の人たちが、気軽に。無理なく
。楽しく。自由に集える地域の居場所であ

る「′S、れあいサロン活動」が、地域に根付き自立した生活を継続できるよう様々な支援を行つ

た。サロン活動の様々な支援の内容については、以下のとおりである。

【ふれあいサロン登録数】                       (単 位:力所)

0サロン立上げ及び活動支援

今年度は、14カ所の新規サロンが立ち上がった。昨年度に引き続き、よかば～い体操やサ

ロン用具を用いたレクリエーションなど、フレイル予防をテーマとした内容が多く、介護予

防への意識や関心が高いことを感じられた。一方で、参加者や世話人の高齢化等で終了し

たサロンも7カ所あつた。今後は、現行サロンの継続と、サロン世話人等の後継者の発掘な

どを、地域包括支援センター(以下、包括)の生活支援コーデイネーター(以下、SC)と協働

してサロンの拡大に努める。

②ふれあいサロン連絡会の開催

今年度は、市内全域を対象とした連絡会を1回、校区単位を対象とした校区別の連絡会を

2校区で実施した。全域を対象とした連絡会では、帝京大学から講師を招いてVR※回想法

の説明・体験が行われた。VR回想法は、専用の機器を用いた360度映像を活用して過去

の懐かしい風景や場面をリアルに再現し、高齢者の記憶や感情を刺激する、認知症予防に

も有効な心理療法で、体験された人には好評であつた。また、体験会をサポートした帝京

大学学生との交流も良い刺激になつたとの声が聞かれた。

校区別の連絡会では、近隣サロンとの意見交換、サロン関係者の交流の場が設けられ、ア

ンケートでは「また開催してもらいたい」という意見が多かつた。当日は、各サロンの代表

者や世話役の他に、校区社協をはじめとした地域関係者、包括等の職員にも参加を呼びか

け、サロン活動を周知するきつかけとなった。

|※ VRは「Virtuat Reatity」 の略で、「人工現実感」や「仮想現実」と訳されている。

【ふれあいサロン連絡会】

149 148148 148 149 149 148 149141 145 146 148

12月11月¬0月

6月 19日  〔午前の部〕10:30～ 12:40〔午後の部〕14:00～ 16:20

イオンモール大牟田 イオンホール

①生涯学習メニューブツク紹介、事務連絡、アンケート

②請演「サロンで活用できるVR回想法の説明・体験」
講師 :帝京大学 作業療法学科 教授 沖 雄二さん

※終了後にVR・ e―スポーツ体験ブースを設置して体験会を実施

③VRによる世界の名所・昔の大牟田の風景体験、VRボウリング体験
④ニンテンドースイツチを用いたe―スポーツ、太鼓の達人体験

調査

登録サロンの代表者138名、校区社協会長6名 (うちサロン代表者兼任2
C他 10名、帝京大学9名 (教授・職員2名含む)計 161名

名 )

包括S

帝京大学 福岡医療技術学部 作業療法学科

実施日時

会  場

実施内容

参 加 者

協  力



【校区別ふれあいサロン連絡会】

0サロン活動支援金の交付

今年度は、151カ所のサロン(休止中を除く)へ活動支援金を交付した。活動内容は多岐に

わたつており、活動支援金の使途は、主にサロン活動保険への加入料等の費用に充てられ

ている。

0多機関との協働によるサロン活動の活性化

サロン活動の状況把握の為、市内6ヵ所に設置されている包括SCと連携し、適宜情報交換

を行つている。今年度は、新規サロンを含め45カ所を訪問し、サロンの状況に応じた必要

な相談支援を行つた。サロン連絡会で実施した、市京大学作業療法学科の学生とのVR体

験やeスポーツを通じた活動をきつかけに、市京大学へのサロン訪間の依頼も行われるよ

うになつた。また、市健康づくり課による「よかば～い体操」啓発のための訪間で、サロンの

新規登録へつながるケースもあり、サロン活動拠点数の増加に繋がつた。

0フレイル予防及び多世代交流の場づくり

高齢者がこれからも自分らしく過ごすためには、フレイル予防や認知症予防が必要である。

地域には、よかば～い体操以外にも、サロン用具を活用したコミュニケーシヨン麻雀や健康

器具を用いて体力向上を行つているサロンがある。VR体験やeスポーツを取り入れた活動

では、帝京大学の学生や職員がサロン活動に参加し、操作支援を行うことで、高齢者と若

い世代との交流の場が生まれた。活動を通じて、学生にとつても地域活動への理解を深め

る機会となり、世代間交流による双方にとつて有意義な学びと刺激のある取組みとなつた。

①高取校区

②みなと校区

2月 19日
3月 13日

13:30～ 15:30
10:00～ 11:30

①地域交流施設ぶらむ ②三川地区公民館
各サロン紹介、意見交換コ情報共有、アンケート

①サロン代表者。世話人17名 、校区社協会長1名、三池包括SC2名、介護予防・

相談センター1名 /合計21名
②サロン代表者・世話人12名、校区社協会長1名、民児協2名、三川包括SCl名、
介護予防・ホロ談センター1名、居宅介護支援事業所1名 /合計18名

参 加 者

実施内容

会  場

実施日時
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0レクリエーシヨン用具の貸出

今年度も、様々なサロン用具を活用され、年間118件の貸出と昨年より40件以上増加し

た。貸出が最も多い用具はモルックで、次いで輪投げ、スカットボールとなった。モルックは、

リピート利用のサロンも多い。また、今年度新たに、ニンテンドースイツチを購入したことか

ら、eスポーツの拡大に繋がつている。

■レクIジ正―シヨン用具の貸出件数                   (単 位:件 )

【貸出レクリエーション用具一覧】

②ひきこもり支援プロジエクト

孤立防止や地域とのつながりの再構築等、ひきこもりに特化した初期相談窓口を生活支

援相談室に開設し、ひきこもりの状態にある本人や家族からの電話
。来所等による相談に応

じ、伴走型支援を行うとともに、以下のような事業を実施した。

0大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議

不登校・ひきこもりの人及びその家族を支援する関係機

関・団体等が、それぞれの持ちうる機能やネツトワークを共

有し、不登校・ひきこもり問題を抱える人を支援することを

目的とした「大牟田ひきこもり支援ネツトワーク会議」を以

下のとおり開催した。

【大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議開催状況】

4 1¬ 813 27 10 5 8 811 10 10 8 4

10月 12月11月

マグネット吹き矢スキヤキ・ジャンケン コミユニケーション麻雀

安全ソフトダーツ唱歌カルタ ボールボードゲーム

ディスゲッターナイン開運お手玉ボード 友・遊 ボウリング

囲碁ボールスカットボールⅡ羽根つこゲーム干支セトラ

白黒ゲーム将棋 (′ lヽ ) ゲームレール

モルック(本製/ソフト)囲碁(小 ) ニテレクボール(ペタンク)

グラウンドゴルフセット神戸ミニヤード

DVDプレーヤーたいこ相撲

お手玉リズム体操&
陣取リマット

ニンテンドースイツチスティックリングスマイル射的

ニンテンドースポーツ釣りつこ てん鳥ルーレツト

ニンテンドー太鼓の達人台風ドカン ! ボッチャ

ころころダーツ タブレット輪投げ

スポーツ吹き矢 スルットカーリング

'毒
1    9'I

!'F(

|す   
Ⅲ

ひきこもり支援ネットワーク会議

評

多

第1回 5月 31日

①令和6年度大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議 事業報告

②大牟田ひきこもり支援ネツトワーク会議 (福岡地域貢献活動サポート

事業助成金)収支決算

③令和7年度大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議 事業計画 (案 )

第2回 7月 22日
①「第10回進路相談会～全国制じゃない高校つてどんなとこ?～」について

②「不登校・ひきこもリサポーターフォローアツプ講嘩」について

第3回 10月 22日
①「不登校・ひきこもリサポーター フォローアツプ講座」について

② 令和8年度「進路相談会」について

1月 14日
①第2回フオローアツプ請座・家族支援セミナーについて

②令和8年度「進路相談会」について
第4回

実施日
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【大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議構成団体】 ※令和8年 3月 31日現在

②不登校・ひきこもリサポーター養成講座の開催

不登校・ひきこもり支援に関心のある市民を対象に、不登校・ひきこもり当事者とその家族

に対する理解者を増やすとともに、寄り添い伴走するサポーターの養成を目的に開催した。

全3回の講座受講者27名に修了証を交付し、うち15名がサポーター登録した。

※サポーター登録数33名 (令和8年3月 31日現在)

【第1回不登校・ひきこもリサポーター養成講座】

【第2回不登校・ひきこもリサポーター養成講座】

【第3回不登校・ひきこもリサポーター養成講座】

'幹
―u

詐

不登校・ひきこもり家族の会「ザSヽきのとう」

「8050問題」学習会実行委員会

大牟田市教育委員会指導室こども家庭支援センター「あまざやま」

大牟田市福祉支援室 福祉課OMUTA BRIDGE(大牟田ブリッジ)

大牟田市子ども未来室 子ども家庭課大牟田市障害者協議会

大牟田市社会福祉協議会筑後若者サポートステーション

7月 30日

総合福祉センター 2階 大会議室

①大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議」の取り組みについて

②「私たちが住むこの街に『心の居場所』を…」

講師:不登校・ひきこもり家族の会“ふきのとう"会長 中西 朋美さん

33名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日

9月 24日

総合福祉センター 2階 大会議室

「不登校・ひきこもりの現状及びサポーターの心構えと役割

ひきこもり者を支援しない支援～『ために』から『ともに』～」

講師:筑後市社会福祉協議会 卜部 善行さん
30名参 加 者

実施内容

場

実 施 日

11月 12日

総合福祉センター 2階 大会議室

①「不登校・ひきこもりの現状とその理解と支援について
～当事者の笑顔を目指して～」

講師:教育文化研究所 代表 長阿二爾幹生さん

②令和7年度不登校・ひきこもリサポーター養成講座修了式

30名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日

籍

不登校。ひきこもリサポーター養成講座

:

1 サポーター養成講座
修了式
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0不登校・ひきこもリサポーター フォローアツプ講座の開催

令和6年度に実施した不登校・ひきこもリサポーター養成

講座修了者で、不登校・ひきこもリサポーターとして登録、

活動しているサポーターを対象に、サポーターの資質向上

のためのフォローアツプ講座を2回開催した。

※第2回は「不登校・ひきこもり家族支援セミナーと同時開催。(P19参照)

④不登校・ひきこもりの人を持つ家族の会定例会の実施

不登校・ひきこもりの人を持つ家族を対象に、ひきこもりへの理解を深めるための学習会

や同じ悩みを持つ家族同士が不安や悩みを話し合い、意見交換、情報交換等を行い、親睦

を深めることを目的として家族の会を開催した。

【開催日】

不登校の子を持つ家族会 :毎月第1土曜日、第4水曜日

ひきこもりの人を持つ家族会 :毎月第2金曜日

【定例会参加状況】

■不登校部門開催状況         ■ひきこもり部門開催状況

0不登校・ひきこもりの人及びその家族の居場所の運営

行き場を失つている不登校。ひきこもりの人やその家族が社会とつ

ながり、自分の居場所を見出すとともに、新たな一歩を踏み出せる

きつかけづくりとなるような居場所 (ほつとスペース「′s、きのとう」)

を運営した。今年度は、当事者や家族とお菓子作り、夏祭り、クIジス

マス会、ミニマルシェ、卓球大会等の行事にも取り組んだ。

¬0月 31日

総合福祉センター 2階 大会議室

②不登校経験者と家族の体験談
③グループワーク ～体験談を聞いて私たちにできること～

① Iほつとスペースふきのとう」の活動報告

17名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日

4月  5日 1名 10月 4日 2名

10月 22日 3名4月 23日 3名

0名5月 10日 12名 11月 1日

3名 ¬1月 26日 3名5月 28日
1名6月 7日 4名 ¬2月司3日

6月 25日 2名 12月 24日 0名

¬月10日 3名7月  5日 4名

7月 23日 1名 ¬月28日 4名

2月 7日 3名8月 2日 2名

3名8月 27日 2名 2月 25日

2名 3月 7日 6名9月 6日
2名9月 24日 3名 3月 25日

開催日 参加者開催日参加者
3家族 5名4月 11日 5家族7名 10月 10日

5家族8名 11月可4日 1家族3名5月 9日
1家族3名6月 13日 4家族6名 12月 12日

7月 11日 3家族5名 ¶月 9日 2家族4名

2月 13日 3家族6名8月 8日 2家族4名
2家族4名9月 12日 3家族5名 3月 13日

参加者開催日参加者開催日

毎週火曜・水曜・金曜日及び毎月第1土曜日

午後¬時～午後5時開所時間

開 所 日



【利用状況】

0不登校・ひきこもりの人を持つ家族支援セミナーの開催

不登校・ひきこもりに至る経緯や背景は多様であり、家

族のみで課題を抱え込むケースも少なくない状況を踏

まえ、不登校。ひきこもり当事者を支える視点の学びや

当該分野に関する理解の促進及び周知啓発を目的とし

て、「不登校・ひきこもり家族支援セミナー」を実施した。

なお、本セミナーは不登校・ひきこもリサポーターフォロ

ーアツプ講座(第 2回 )と併せて開催した。

0第10回進路相談会～全日制じゃない高校つてどんなとこ?～の開催

主に不登校の中学生やその保護者及び高校へ進学したもの

の学校生活になじめず中退を選択せざるを得なかつた人を

対象に、全国制以外 (定時制、単位制、通信制等)の学びの多

様化への理解を深めるため、各学校の教育理念や特色等の

説明及び個別相談を以下のとおり開催した。

32 237 15 39 589利 用 157 108 1

¬52 375 6¬ 48 5 1 4 69見学等

4刊 4 ¶,203¬13 2 36 306 167合 計 165

不登校・

ひきこもり

家族ひきこもり
高校生中学生

その他支援者

当事者

3月 14日

障害者支援施設 大牟田恵愛園

①基調講演

「それでよかよか～共感から始まる安心して生きられる社会へ～」

講師 :学校法人立花学園 立花高等学校 校長 齋議 員人さん

②対談

齋藤 具人さん × こども家庭支援センターあまざやま 坂日 明夫さん

81名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日

9月 15日 12:30～16:00

大牟田文化会館 」ヽホール

【第1部】各学校紹介(参加13校)【第2部】個別相談会(4目談件数39件 )

(定時制)三池工業高等学校  (単位制・フレックス型)大牟田北高等学校

(全日制・単位制)立花高等学校  (SNEC※①oSTEC※②)明蓬館高等学校
(通信制課程)誠修高等学校、柳川高等学校、久留米信愛高等学校

(通信制高校)星‖差国際高等学校、勇志国際高等学校、おおぞら高等学院

(サポート校)ソフィア (その他)高等専修学校C&S学院、宅峰中ほしぞら分校
※①SNEC…発達障害を持つた生徒のための特別支援教育コース
※②STEC・い発達障害自立訓練支援付きの学習センター       .

89名 (うちZoom参加8名含む)

実施日時

会  場

実施内容

参 加 校

参 加 者
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【基本目標2】

健康的で、住み慣れた地域で暮らし続けられる社会

(1)誰もが参加できる健康づくり・疾病予防の推進

①ふれあいサロン活動支援(P14～ 16参照)

(2)誰もが住み慣れた地域で暮らし続けるためのサービスの提供

①生活福祉資金貸付事業(P9参照)

②住民参加型在宅福祉サービス(おおむたキヤロツトサービス)

0おおむたキャロットサービス会員の登録・活動の調整

日常生活において、公的サービスでは対応できない生活課題を抱えている一人暮らし高齢

者等に対し、市民サポーターとして登録をして

いる協力会員が、在宅生活を支えるため、生

活支援サービスを行つた。今年度は、利用会員

の入院や介護保険サービスヘの移行により、

定期的な利用が少なくなつたため、活動件数

は前年度より減少したが、利用会員・協力会員

ともに新規登録者が増えた。
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

【会員の登録】

【おおむたキャロットサービス活動の種類】 (単位 :件 )

②おおむたキャロットサービス協力会員の養成講座及び研修会の実施

(i)おおむたキャロットサービス協力会員養成講座の実施

キヤロツトサービスの事業が安定的。継続的に行えるよう、提

供体制を充実するために、協力会員の養成に取り組んだ。昨年

度同様、キヤロツトサービス協力会員だけでなく、同じボランテ

ィア精神に支えられた日常生活自立支援事業の生活支援員と

フアミリー・サポート・センター事業の協力会員の養成を「市民

サポーター養成講座」として合同で行つた。今年度は、講座への参加者は増加したが、登

録に繋がつた協力会員は3名であつた。

件

2,500

2,000

1,500

1,000

500

0

キヤロットサービス事業利用件数の推移

2,198

1,228

4名増 105%31名 27名 84名利用会員 80名

47名 10名増 127%協力会員 37名 ¬5名 5名

14名増 112%117名 46名 1    32名 131名合 計

R6年度

登録者数 新規登録者数 退会者数
昨年度比

R7年度登録者数

24 3 4 16719 302 9 81 22 135 30432

通院外出
食事作り

草とり話し相手見守り
付添

薬受取 その他
ゴミ出し

市民サポーター養成講座
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【市民サポーター養成講座】

※第¬回～第3回までキャロットサービス対象

(ii)協力会員交流研修会の実施

協力会員に対して、日頃の活動に役立つ内容をテーマに、2回の研修会を実施した。

【協力会員交流研修会】

0おおむたキャロットサービス協力会員向け会報紙の発行
「キヤロツト通信」を年間3回 (8月 、12月、2月 )発行し、キヤロツトサービスの情報

。現状等

を協力会員に伝えた。

④サブリーダーとの協働

協力会員の中から、利用会員の初回訪問や活動時の面談等の運営支援を行うサブリーダ

ーを4名配置している。年3回 (6月 、12月、3月 )サブリーダー会議を行い、生活支援サー

ビスの動向や活動に関する意見交換を行つた。今年度のサブリーダー活動件数は7回。

0周知・啓発活動
おおむたキャロットサービス制度について、研修会等に参

加し、同知・啓発に努めた。また、今年度は、協力会員の増

員を目的として、生活支援コーデイネーターと協働で、協

力会員が少ない校区を対象に登録説明会を実施し、3名が

協力会員に登録した。

_ ´t、 31

18名第1回 11月 11日
「ボランテイアについて」
請師:筑紫女学園大学名誉教授 山崎 安則さん

13名第2回 11月 17日
「活動上の倫理観」「各事業説明」
請日師:社協職員

8名第3回 11月 24日
「′嵌肺蘇生法」
講師:大牟田市消防署職員

17名第4回 12月  2日
「子どもの発達と遊び」
講師:歴木保育所 保育士

12名第5回 12月  9日
「関わりの難しい子どもへの接し方・子どもの安全」

講師:社協職員

¬2名第6回 12月 16日
「簡単子どものおやつ作り」
講師;食育インストラクター 堺 婦小与さん

内    容実施日 参加者

17名
「障がいについての理解と障害サービスの概震について」
詰師:障害者生活支援センター ′ヽ一ツ 東 侑希さん7月 25日

20名1月 26日
「介護保険制度について」
講師 :社協職員

実 施 内 容実施日 参加者

9名9月¬7日 殷馬包括工Iリアでの協力会員登録説明会

60名12月 13日 手鎌校区合同研修会

25名1月 25日 大牟田中央校区四者合同研修会

3名2月 4日 吉野包括工IJアでの協力会員登録説明会

50名3月 2日 包括ケア会議

実 施 内 容実施日 参加者
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③生活困窮者レスキュー事業

大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会(以下「社福公益協」)と連携しながら、制度の狭

間や生活困窮者の生活課題等の解決に向け、地域のセーフテイネットの役割を果たすため、日

用。食料品支援、つなざ資金の貸付、ゴミ屋敷と呼ばれる家(以下「ゴミ屋敷」)の清掃活動等の

事業に取り組んだ。

特に、令和7年度は新たに、「社会福祉法人による就労困難者への就労支援パイロツト事業」

を展開し、社福公益協に加入する法人が中間的就労の場となり、就労困難者の就労支援体制

を構築できるよう取り組んだ。また、前年に引き続き、不登校・ひきこもりの人及びその家族の

居場所(ほつとスペース「′Sヽきのとう」)の運営を支援した。

※社福公益協加盟団体 27法人(令和8年 3月 31日現在)

0日用品・食料支援

【日用品支援】

生活保護受給等や貸付金が出るまでのつなざとして、紙オムツ、ミルク、トイレツトペーパ

の日用品の支援を実施した

【食料支援】

るまでのつなざとして食料支援を実施した。

※1件あたり、概ね4日程度の食材提供(米、缶詰、レトルト食品、インスタント食品等 )。

1回の食料支援で提供元が混在する場合があるため、支援件数には重複する部分が含まれる。

グリーンコープ等の食料支援を含めると 合 計 361件  7,300食

②つなぎ資金貸付

生活保護受給等や貸付金が出るまでのつなぎ資金の貸付支援を実施した。

2件 19件0件 0件 0件 4件 1件 ¬件2件 1件 2件 3件 3件

12月11月10月

638食 428食
27件

|‐ | |―

一

26件23件

7¬ 6食

21件

350食
23件

一般世帯
426食[
‐
|

39件

932食

34食

5件 4件

48食|―¬‐:誰十一―百搭十一保護世帯 トー
‐
‖
9件

186食

5件

62食

28件

672食

32件
484食

4

¬9件

30件 25件

484食 3894食

¬96
12件

408食

17件

516食

282件22件

482食

44件

一般世帯

合  計 994
32イ牛

6¬ 2食

2¬件

3司 2食

―錯111整 [巧割 1有百酷184食

10件10件

司32食
保護世帯

| |‐

件
一食

６

一
８
一
４

１

一
２整|―毛1巻 | |〒f誰5

29件35件

668食538食
32件

614食| ‖合  計
27件

360食

5,000円 O円 完 済生活費貸付(生活保護費までのつなぎ資金)¬

8,¬ 04円 6,¬ 04円 返済中2 生活費賞付(生活保護費までのつなざ資金)
返済中刊,000円 1,000円3 緊急小口資金申請費用貸付(給与までのつなざ資金)
完 済70,000円 0円4 生活福祉資金(エアコン代)までのつなざ資金

完 済65,000円 0円5 生活福祉資金 (エアコン代)までのつなざ資金

0円 完 済82,000円6 生活福祉資金 (エアコン代)までのつなざ資金
返済中¬OO,000円 60,000円7 終活支援黛付(年金支給までのつなぎ資金)

130,000円 0円 完 済生活福祉資金(教育支援資金)までのつなぎ資金8
461,104円 67,104円合   計

つなぎ資金貸付使途 備 考貸付残額貸付金
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月」

0ゴミ屋敷の清掃活動

生活困窮者世帯で、生活をリセットしたい人や福祉サービスを受けたい人等を対象に、社

協内の「生活支援相談室」でアセスメントし、社福公益協で可否を判断し、今年度は、大正

校区とみなと校区及び銀水校区で4件の清掃活動を実施した。

また、ゴミ屋敷の後方支援 (ゴミ袋・手袋。消毒液・マスク・清掃用具・コンテナ等の貸出・支

給など)として1件、大牟田中央校区で実施した。

【清掃活動】

,コ

【後方支援】

0不登校。ひきこもり支援事業の推進

不登校・ひきこもり支援として、不登校・ひきこもりの人及びその家族の居場所 (ほつとス

ペース「′Sヽきのとう」)の運営支援を行うとともに、大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議

に参画し、以下のとおり、様々な活動を支援した。

※は、第2回不登校・ひきこもリサポーター フォローアツプ講座を兼ねる

0件 0件 1件 0件 8件1件 2件 2件 0件 1件¬件 0件 0件

12月11月10月

4月 7日 35名① 大正校区

14名② 大正校区 5月 12日

1月 21日 36名③ みなと校区

19名④ 銀水校区 2月 25日

校 区 参加者数実 施 日

1 大牟田中央校区 大牟田市役所 福祉課

貸 出 先校 区

5月 13日 第1回 大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議

第1回 不登校・ひきこもリサポーター養成講座7月 30日

7月 22日 第2回 大牟田ひきこもり支援ネツトワーク会議

第10回 進路相談会～全日制じやない高校つてどんなとこ?～9月 15日

9月 24日 第2回 不登校・ひきこもリサポーター養成講座

第3回 大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議10月 22日

10月 31日 第1回 不登校・ひきこもリサポーター フォローアツプ講座

11月 12日 第3回 不登校・ひきこもリサポーター養成講座・修了式

第4回 大牟田ひきこもり支援ネツトワーク会議¬月14日

3月 14日 ※令和7年度不登校・ひきこもり家族支援セミす一

実 施 日 主 な 活 動 内 容
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0社会福祉法人による就労困難者への就労支援パイロツト事業

様々な社会的・複合的な課題が背景として絡み合う「働きづらさ」を抱える人たちを地域の

ジョブコーチ及び関係機関がコーデイネートし、加盟法人が中間的就労の場として受入れ、

就労困難者の就労支援を行つた。

今年度は、本会生活支援相談室の求職者2名を対象に実施した。

④介護保険事業

0介護保険事業の実施

訪問介護(生活援助・身体介護等)、 訪問入浴(入浴車による訪間入浴)、 居宅介護支援(ケア

プランの作成等)、 通所介護 (デイサービス)の事業を実施し、事業対象者、要支援、要介護者

の在宅生活を支援した。訪問入浴事業については、昭和50年代に特別養護老人ホームの

協力を得て実施した「在宅寝たきり老人入浴サービス事業」からスタートし、介護保険制度

が創設された平成12年以降も積極的に事業運営を行つてきた。しかし、通所事業所等が増

えたことによる利用者移行や、慢性的な介護人材不足により、事業運営が厳しくなつたこと

から、令和7年度末をもつて事業撤退した。

千円
25,OOO

20,OOO

15,OOO

10,000

5,OOO

O

千円

4,OOO

3,500

3,OOO

2,500

2,000

1,500

刊,OOO

500

0

千円

20,000

16,OOO

12,000

8,OOO

4,000

0

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

6,185

13,334
12,843

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

25,474

21,570 19,288

千円

30,000

25,OOO

20,000

15,000

10,000

5,000

0

6日間(3月 16日 ～3月 27日 )1 H氏30代 (男性) あけぼの会 (障害者支援施設 有明ホーム)

4日間(3月 23日 ～3月 26日 )それいゆ(介護老人福祉施設 こもれび)2 N氏20代 (女性)

対 象 者 受入社会福祉法人(施設 ) 実 施 日

訪問介護事業(ホームヘルプ)実績

2,577

言方問入浴事業(入浴サービス)実績

20,875

16,455
7,347 17

居宅介護支援事業 (ケアプラン)実績 通所介護事業(ふれあい処えいる)実績

10,462

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度
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【令和7年度介護保険事業の総括】

■訪問介護事業では昨年度実績より、延べ利用件数は1,878件減、収入面は4,420千円減となつ
た。これは新規利用者31名を受入れたものの、入院・入所やご逝去等により37名が利用終了とな
つたことが要因となつた。
■訪間入浴事業では昨年度実績より、延べ利用件数は144件減、収入面は1,957千円減となつた。
これは新規利用者1名受け入れるも、ご逝去等で終了となつたことが要因となつた。

■居宅介護支援事業では昨年度実績より、延べ利用件数は297件増で、収入面は2,380千円増と
なつた。年度途中より職員が1名増え、新規利用者50名を受け入れたことが要因となつた。
■通所介護事業では昨年度実績より、延べ利用件数は353件増、収入面は3,503千円増となつ
た。これは、10名が入院・入所したが、新規利用者13名を受け入れたことが要因となつた。

※4事業合計として、昨年度実績と比較すると493千円の収入減となつた。

【各年度事業実績】

※令和4年度は、コロナ禍における物価高騰等による事業継続応援金210,000円、事故対応特別費用保険金489,321円 含む。

②「在宅介護者の会」の解散

平成11年に福岡県社協の助成を受け、「在宅介護者 !リフレッシュ事業」として同じ立場の人

が集まり、日ごろのストレスを発散する場として始まり、平成15年に「大牟田市在宅介護者

の会」として、情報提供や相互交流を目的として毎月開催してきた。しかしながら、会員の

高齢化をはじめ様々な居場所の拡大により、令和7年 5月末をもつて解散した。

⑤障がい福祉サービス事業

0障害者訪問入浴サービス事業

障害区分認定を受けた在宅の障がい者に

対し、訪問入浴 (入浴車による訪問入浴)を

実施し、在宅生活を支援したが、訪問入浴

介護事業 (介護保険事業)の事業撤退に伴

い、障害者訪問入浴サービス事業も令和7

年度末をもつて撤退した。

千円

2,000

1,500

11000

500

0

18

1,789

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

【令和7年度訪問入浴サービス事業の総括】

■障害者訪問入浴サービス事業では昨年度実績より、延べ利用件数は7件減、収入面は88
千円減収となつた。

刊7,469,182 20,875,182 16,455,487収入(円 ) 17,847,167 18,288,646

5,935 4,057
訪問介護
サービス 件数 (件〕 5,582 5,745 5,508

2,577,760 2,310,340 353,758収入(円 ) 3,330,675 3,983,506

193 169 25
訪問入浴
サービス 件数(件 ) 237 293

13,834,440 10,462,650 12,843,100収入(円 ) 刊6,184,590 15,806,930

1,048 733 1,030
居宅介護
支援事業 件数(件 ) 1,335 1,027

16,085,100 19,288,710 22,79¬ ,867収入(円 ) 25,473,790 21,570,57司

2,544 2,897
通所介護
サービス 件数(件 ) 3,105 2,535 2,刊 29

49,966,482 52,936,882 52,444,2刊 2収入(円 ) 63,336,222 59,649,653

9,381 8,009
総合計

件数(件 ) 10,309 9,600 8,878

R4年度事 業 名 R3年度
|

R5年度 R6年度 R7年度
|

訪問入浴サービス事業実績

1,170

1,170,000 2,318,400 1,877,400 1,789,200収入(円 ) 1,040,000

149 142
障害者入浴
サービス 件数 (件 ) 110 117 184

R3年度 R4年度事 業 名 R5年度 R6年度  I R7年 度
【各年度事業実績】
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⑥車椅子貸出事業

在宅の高齢者・障がい(児 )者等に対して、日常生活の便宜や外出の促進、介護者の負担軽

減や一時的な歩行困難者の人を対象に、延べ140名に車椅子の無償貸出を行つた。

(3)誰もが住み慣れた地域で安心して子育てできるサービスの提供

①歴木保育所の運営

今年度も、保育方針に基づいて、健常児と障がい児の統合保育、食育の推進等、健全な保

育運営を行つた。様々な感染症に気をつけながら、毎日の生活の中での子ども達の成長と保

護者に寄り添うことの出来る保育環境づくりに努めた。

【四半期ごとの園児数】

0主な行事

(i)お泊り保育(年長児)

日頃の保育では経験できない活動として、年長児を対象にお泊り保育を実施した。日中は、

みんなで近所のスーパーヘ食材の買い物へ行き、夕食のカレーライスを自分たちで協力し

て作つた。夕食後は、グループによる出し物や花火等で楽しんだ。親元を離れ過ごした経

験は、子どもたちにとつて貴重な一日となつた。

(ii)大蛇山練り歩き。ちびつこ総踊り

暑さが厳しい中、熱中症対策を行いながら、大蛇山を曳い

て練り歩いた。大牟田の夏の風物詩である大蛇山の「よいさ

～よいやさ～」と力強い掛け声を地域の方々へ届けること

ができた。翌日は、年長・年中組が「ちびつこ総踊り」に参加

し、炭坑節や大蛇山ばやしを元気いつぱいに踊つた。

(iii)運動会

日頃の保育活動を通して培つてきた力を、観客からの温かい

声援を受けながら、子どもたちは堂々とした姿を披露するこ

とができた。オープニングでは、年長児によるエイサーが披

露され、活気ある雰囲気の中で運動会が始まった。各年齢に

応じ、それぞれが持てる力を十分に発揮し、自信をもって最

後まで取り組む姿が見られた。特に、最後の運動会となる年

長児は、竹のぼりや丸太渡りといつた種目にも最後まであきらめることなく挑戦する姿は、

会場に感動を与えた。

19名 19名 22名 98名6月 5名 13名 20名
102名20名 17名 19名 22名9月 10名 14名

¬7名 刊9名 22名 104名12月 11名 15名 20名
22名 105名14名 20名 17名 20名3月 12名

区 分

7月 26日 ちびつこ総踊り 11月  8日 幼年消防クラブ大会4月  5日 入園・進級式

¬1月 19日 観劇会 (からこま座)保護者会主催バザー 8月 22日 交通安全教室5月 31日

10月 1¬ 日 運動会 12月 20日 クリスマス会6月 26日 田植え体験 (年長児)

2月刊3日 卒園旅行(年長児)お泊り保育 (年長児) 10月 24日 稲刈り体験 (年長児)7月 ¬9日

3月 20日 卒園式・リズム修了式7月 25日 大蛇山練り歩き 10月 28日 保育祭り(年長児)

行 事 内 容  実 施 日実 施 日 行 事 内 容実 施 日行 事 内 容
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(iv)幼年消防クラブ大会(年長児)

大牟田市内にある22の幼稚園及び保育園が参加し、イオン

モール大牟田において幼年消防クラブ大会が開催された。

当日は、放水体験や煙体験など、日常では経験する機会の

少ない活動を通して、防火の重要性について楽しみながら

学ぶ機会となつた。また、参加児童による館内パレードを実

施し、来場者に対して防火意識の啓発を図ることができた。

(v)田植え～稲刈り体験 (年長児)

6月末に、ぬかるむ田に悪戦苦闘しながら植えたお米が実

り、10月に稲刈りを行つた。初めて鎌を扱うことに緊張する

様子も見られたが、回数を重ねていくうちに次第に慣れ、上

手に刈ることができた。また、収穫したお米は12月の給食

において提供し、自ら育てた作物を昧わうことで、食や農作

物を育てることへの理解と関心を深める機会となつた。

(M)卒園旅行

2月 13日 に貸し切リバスで熊本市動植物園に卒園旅行ヘ

出かけた。暖かい天候に恵まれ、たくさんの動物と触れ合

つたり、メリーゴーランドなどの遊具に乗つたりして、満喫

した1日を過ごすことが出来た。子どもたちにとつて保育園

生活最後の楽しい思い出となつた。

(鰤 )卒園式・リズム修了式

卒園式では、22名の子どもたちが、一人ひとり卒園証書を

受け取り、巣立っていった。リズム修了式では、のびのびと

しなやかに身体を動かして、0歳児から日々練習を積み上

げて成長した立派な姿を、保護者や先生の前で披露するこ

とができた。

②子育てに関する相談支援の実施

保育所で安全な保育を提供するとともに、保護者に対して

も、子育てに関する相談支援を行つた。保護者との個別面

談においては、子育て相談や、育児に対する不安やストレス

の軽減を図り、地域や専門機関と連携を取りながら保護者

のサポートを様々な方向から継続的に行うことで、保護者

も子どもも、安心して過ごすことが出来るように努めた。

0どんぐリクラブの開催

未就園児を対象に園を開放し、リズム運動や砂遊び、絵本の読み間かせ、お散歩等の保育

体験に加え、同年代の子どもを持つ保護者同士が交流をもつ場として、「どんぐリクラブ」

を実施した。併せて、給食試食会を行い、離乳食やアレルギー食等の食育の大切さを伝え

ることができた。また、保護者から育児相談を受けるなど、子育て支援の拠点として、子育

ての悩みや不安を抱えている保護者の対応を行つた。

幼年消防クラブ大会

砕揺輯
田植え体験

-27-



5月 21日 リズム遊び 5組

どろんこ遊び 6組6月 11日

6組8月 20日 プール遊び

9屈 10日 リズム遊び 5組

お散歩 7組1¬ 月 5日
7組12月 10日 クIJスマス飾り制作

1月 14日 お正月遊び 2組

実 施 日 参加組数内  容
【どんぐリクラブ実施口】

0無 (減 )農薬野菜など安心。安全な食材の提供と

「田植え」「稲刈り」「餅つき」「味噌作り」などの体験を通した食育

給食においては、安全で旬の食材を使用して、栄養バランスの

良い食事や手作りおやつを心掛け、また自分たちで育て収穫し

た野菜でのクツキング、毎日の給食に使う「味噌づくり」体験

等、「食」に関心が持てるような活動を積極的に取り入れた。

また、年長児が行う「田植え」「稲刈り」で収穫した“もち米"を使

つて行う「餅つき」は、毎年の恒例行事となつている。

O一人ひとりを尊重し、安心・安全な保育を行うための研修の充実

全職員が、保育のスキルアップのために、様々な分野 (障がい

児保育、保護者支援、事故防止、乳幼児保育、食育・アレルギー

対応、感染症予防等)の研修を受講し、日々保育に活かすこと

が出来るよう努めた。また、年に2回「子どもの人権を大切にす

る保育」をテーマに研修を受講し、自分自身の保育を改めて振

り返り、人権擁護のためのセルフチェックを実施し、自己点検を行つた。

O安全な保育環境の充実

今年度は、12月よりICTシステム(コ ドモン)を導入し、登降園管理、出欠管理、保護者への

メール連絡等の機能を活用することで、安心かつ迅速な対応体制の整備を図つた。

また、安心・安全な保育環境の確保に向けた取組みとして、火災・地震・大雨・不審者を想

定した避難訓練を毎月実施した。さらに、6月 から実施した水遊び・プール遊びにおいて

は、指導体制及び見守り体制を明確化し、十分な監視のもと安全管理を徹底した。

加えて、保育室の安全性及び快適性の向上を目的として、床のコーテイングエ事を実施す

るとともに、夏季の強い日差しを遮るため、バーチカルブラインドカーテンを設置し、室内

環境の改善を図つた。

【避難副|1練の想定内容】

食洗器からの出火4月 2日 揚げ油からの出火 10月 7日
給食室乾燥機からの出火5月 9日 大雨による洪水警報 11月 6日

12月 5日 プロパンガス倉庫からの出火6月 3日 コンセントからの漏電

¬月 6日 ガスコンロからの出火7月 1日 天ぶら鍋からの出火

保育室の調乳所からの出火8月 12日 不吾者侵入 2月  5日
園庭西側建物火災9月  2日 有明海を震源とする地震 3月 3日

実 施 日 想 定 内 容実 施 日想 定 内 容
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②放課後児童健全育成事業(市受託事業)

0学童保育所運営(三池A・三池B・高取・白川A・ 白川B)

放課後児童対策として、昼間児童の養育ができない家庭などの児童に対して、適切な遊び

と生活の場を提供した。

子どもたちが安全に過ごせるよう、学校・家庭・地域との関係づくりに努めながら、各学童

保育所では、季節の行事をはじめ、野菜作りや避難訓練・防犯学習などに取り組んだ。

【学童保育所児童数】 (令和8年 3月 31日現在)

②大牟田市学童保育所等校区外施設児童送迎事業

高取学童保育所において、学童保育所未設置の玉川小学校

からの児童受入れのため、高取学童保育所と玉川小学校間の

送迎事業を大牟田市より受託した。今年度は、7名の児童を

受入れ、玉川小学校・タクシー会社・行政と連携し、児童の安

全に配慮しながら、延べ1,132名の送迎を行つた。

0交流行事「学童っ子のつどい」

11月 8日 に交流行事『学童っ子のつどい』を開催した。昨年

度は雨により中止となったが、今年度は天候に恵まれ、140

名を超える参加があつた。諏訪公園イベント広場の各所に、6

つのゲームコーナー(魚釣り・宝探し・ガオガオパックン・絵合

わせ。こびとを探せ。お手玉ビンゴ)と 3つのクイズコーナーを

設け、スタンプラリーを実施した。他学童との混合チームを作

り、各コーナーを巡りながら、保護者や兄弟姉妹と一緒に楽

しい時間を過ごした。

0支援員の研修受講

毎月行つている支援員合同会議において、運営状況報告・事

例検討をはじめ、救急救命講習や障害児講習を実施した。

また、放課後児童支援員認定研修やオンラインで開催された

支援員等資質向上研修を受請し、支援員のスキルアップを図

ったほか、「全国学童保育指導員学校」にも参加した。

鞭

児童防災教室

4

クリスマス会

れ

卑1汗

静

35名 165名児童数 35名 34名 31名 30名

学重名 F」  言十自川B自川A

学童つ子のつどい

,■

く ”
〔
，

_ヽガ

>

救急救命講習
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【合同会議】

【主な研修内容】

0学童だよりの発行

三池学童「ほほえみ」・高取学童「あそば」・自川学童「ともだち」の学童だよりを毎月発行し、

保護者に学童保育所での様子や行事の予定等の情報提供を行つた。

③大牟田市ファミリー・サポートセンター事業 (市受託事業)

子育ての手伝いをしたい人(協力・本目互会員)と子育ての手助けをしてほしい人 (不u用会員)

との相互援助活動 (コーデイネート)を行うとともに、協力・ホロ互会員養成講座の実施や交流

会を行つた。また、様々な機会を通じて事業の同知啓発に努めた。

0会員の登録及び活動状況

小学校や保育所への迎え等の定期的な送迎や利用会員の外

出時の子どもの預かりを行い、年間を通じて安心安全に支援

を行うことができた。

また、相談内容や利用会員の状況に応じて、関係機関等との

情報共有を行つた。

Ｆ

‥

ｆ

ｆ

ｆ

１
ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｅ
Ｅ
Ｅ

14名4月 23日 令和7年度の各学童行事計画
14名5月 13日 さくら連絡網・モニタリングについて、事例検討会

13名6月 10日 事故・保健・不審者対応マニユアル・危機管理対応マニユアル見直し

13名7月 8日 夏休みの行事計画、個人懇談会報告
14名9月 9日 夏休みの報告、予算ヒアリングについて
13名10月 14日 救急救命講習、交流行事の経過報告

15名11月 ¬1日 事例検討会、交流行事の反省

12名令和8年度の入所申込みについて、冬休みの予定¬2月 9日
12名1月 13日 冬休みの報告、入所説明会資料内容確認、事例検討会

¬2名2月 10日 入所説明会について、アンケート結果の共有

13名3月 10日 令和7年度の反省と課題

実 施 日 参加者

1名令和7年度 福岡県プレイIJ―ダー研修6月 22日
1名7月  6日 全国学童保育指導員学校
2名9月 10日 令和7年度 福岡県放課後児童支援員認定資格研修会(全4回 )
20名10月¬4日 救急救命講習会|ふ肺蘇生法とAEDの使用)
1名10月 25日 第60回 全国学童保育研究集会in福岡(全2回 )
1名11月 12日 大牟田市障害児保育研修

12名11月 12日 防災研修会
5名12月 8日 子どものアレルギー研修
6名2尾 12日 障害児保育研修会

実 施 日 参加者

つどいの広場での託児

依頼件数 581回 64%利用会員 563名 109%
65%協力会員 134名 101% 実利用件数 463回

キャンセル件数 118回 63%相互会員 18名 100%

前年比人 数会員種別 前年比件 数活動状況
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②ファミリー・サポートセンター協力会員養成講座の実施

協力会員養成講座を2回開催し、サポート体制の整備に努め

た。1回目は、フアミリー・サポート・センター協力会員とキヤロ

ットサービス協力会員、日常生活自立支援事業の生活支援員

の養成を「市民サポーター養成請座」として合同開催し、6名

の登録があつた。2回 目の「子育てサポーター養成講座」は、

「つどいの広場の子育てサポーターの養成講座」と合同開催と

し、4名の登録があつた。

【市民サポーター養成講座(全 6回 )】

詳細については、P20～ 21参照

【子育てサポーター養成講座】

2月 17日から3月 3日まで、つどいの広場と合同で全5回開催した。

0子どもの安全に関するフォローアツプ請座の実施

活動中の協力 (本目互)会員が安全な援助を行えるように、乳幼児の心肺蘇生法やAEDの使

い方、虐待防止をテーマに講座を実施した。

※市民サポーター養成講座(P20～ 21)及び子育てサポーター養成講座(P33)の一部と合同開催

0利用会員と協力会員の交流会の実施

工作や遊びを通して利用会員と子どもたち、協力会員が交流を行つた。ブンブンコマや紙

トンボ作りなどの製作や竹鉄砲体験は、大人の会員にも楽しい時間となつた。

5名事業説明。子どもの安全 社協職員2月 17日

16名
日赤幼児安全法指導員

紫牟田 一彦さん
2月 20日

乎し幼児の救急救命法・

AEDの使い方
里親支援センターOHANA大牟田支部ふわり
大橋 美和子さん

14名2月 24日
子どもが主役

子どもの権利つてなあに?

10名2月 26日
子育てサポーターとしての

親子への向き合い方

朽側|1市子育て支援拠点「このゆびとまれ」

子育て支援コーデイネーター 森 有呂子さん

社協職員 8名3月 3日 子どもの発達と遊び

内  容実施日 参加者講  師

2名活動中の子どもの安全について(グループワーク)12月 9日
9名2月 20日 乳幼児の心肺蘇生法・AEDの使い方
6名2月 24日 子どもが主役 子どもの権利つてなあに?(子どもの虐待防止)

内   容実 施 日 受講者

講師:元ネイチヤーガイドおおむた会員 甲斐 隆康さん

利用会員5名

子ども7名

協力会員5名
11月 22日

内   容実 施 日 参加者
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④大牟田市地域子育て支援拠点事業。つどいの広場(市受託事業)

0子育て親子の交流の場の提供と交流促進
つどいの広場は、おおむね0歳～3歳までの子どもとその保護者が気軽に集い、交流す

ることにより、子どもは子ども同士の関わりを通して、社会性を身につけ、保護者はスタ

ッフや保護者同志と情報交換することで、子育てへの不安感・負担感の緩和が感じられ

るような居場所を心がけている。

【利用者の登録・利用状況】

②子育て等に関する相談、援助の実施 (つどいの広場アドバイザーの活用)

つどいの広場内での相談の他、「にこにこ子育て」「栄養士相談」「助産師相談」「歯そだて

教室」等において、保育士、看護師、栄養士、助産師、歯科衛生士などの専門職による、

子育て中の保護者の相談援助を実施した。また、今年度より、講座を通して、りんどう学

園とつながり、子どもの発達が気になる保護者が気軽に相談できる環境を整えた。

O地域の子育て関連情報の提供
つどいの広場内において、大牟田市内の保育所、幼稚園、認定こども園や公民館等関連

サークルの情報をはじめ、遊び場紹介等子育てに関する情報の掲示及びチランの配布

を行い、情報の提供に努めた。

0子育て及び子育て支援に関する講座等の実施

保護者の育児に対する悩みや不安の軽減につながるよう、年1回行つている利用者アン

ケートに基づき、利用者のニーズに合わせた講座を月に1～ 2回実施した。

【講座】

0子育てサポーターの育成支援の実施

(i)つどいの広場における子育てサポーター活動状況

つどいの広場子育てサポーターは、広場内での子どもの見守りや保護者への相談支援

の他、講座中の託児、各種イベントの準備・協力などの

活動を行つた。また、スタッフとの情報共有や活動内容

の確認のための連絡会議を毎月1回実施した。

3,760組 4,¬ 34名 4,229名 8,363名 1,220件R7年度 435組
3,839名 7,446名 ¬,476件R6年度 48¬組 3,313組 3,607名

83%90% 113% 115% 110% 112%前年比

大  人利用組数登録組数年 度 相談件数総人数子ども

見子ヨガ 9月 19日 時短でできるおやつ作り4月 15日

5月 ¬5日 ペアトレとは? 9月 25日 親子ヨガ
10月 9日 ペビーマツサージ5月 16日 離乳食教室 (初・中期)
1¬ 月14日 ママのリラツクスタイム6月 5日 おつぱい講座
12月 19日 パパのお料理6月 20日

7月 4日 と 1月 22日 知つておきたい感染対策

7月 15日 包つこ法 2月 28日 家族みんなでファミリータッチケア広場
3月 17日 ペビーマッサージ8月 7日 幼稚園・保育園入園について

講 座 名実施日請 座 名実施日

R7年度 52名 314回

R6年度 61名 402回
85% 78%前年比

活動件数サポーター数年 度
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(ii)つどいの広場における子育てサポーター養成講座の実施

「フアミリー・サポート・センター協力会員養成講座」と合同で実施し、6名が新規サポー

ターとして登録した。(P31子育てサポーター養成講座参照)

※子育てサポーター養成講座のうち、2/24と 2/26については、ステツプアップ講座とし

て開催。

O親子を対象としたイベントの実施

福岡県の「ふくおか。みんなで家族月間」に合わせて、11月 9日 に、子育て中の家庭やこれ

から親になる人たちを対象としたイベント「家族で行こ行こわくわくDay」 を開催した。帝

京大学の学生ボランテイアをはじめ、地域のボランティアにも協力いただき、食育・栄養

相談コーナーや制作体験コーナー、ゲームコーナーなど家族で楽しめる場所を設け、多世

代交流を通して、子育ての楽しさや社会全体での子育て支援の大切さを市民に同知する

ことができた。また、12月の『パパと遊ぼう(ク I)スマス会)』では、誡修高校の学生ボラン

ティアによる絵本の読みきかせやダンスなど、学生との交流も楽しんだ。

【家族で行こ行こわくわくDay】

【誠修高校学生ボランテイアとの交流(クリスマス会)】

⑤子育て世帯訪問派遣事業(パイロット事業)

令和8年度より大牟田市の新規事業として実施される「子育て世帯訪問支援事業」に先駆

けて、本会では、大牟田市要保護児童対策地域協議会案件の世帯に対して、子育て世帯訪間

派遣事業 (パイロツト事業)と して、生活支援相談室の社会福祉士 (本目談員)と介護福祉士 (ホ

ームヘルパー)を派遣し、相談・家事支援 (一部有料)を実施し、当事者世帯の在宅生活に寄り

添つた。

211名R7年度 66組 109名 102名

58組 94名 86名 180名R6年度
119% 1¶ 7%前年比 ¬14% 刊¬6%

年 度 総人数子ども大  人利用組数

住

家族で行こ行こ

l fI  ・イH

各 ●riィ

わくわくDay

予

'  、単  ,

鞘
】

一

▲ r゙,

作つてあそぼう ハイハイよちよち競争

15組 20名 18名 45名12月 13日 パパと遊ぼう(クリスマス会) 7名

利用組数学生数イベント名実施日 総人数子ども

延19回 延14名 延33名訪問派遣

社会福祉士(生活支援相談員)派遣回数区 分 介護福祉士(ホームヘルパー )
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(4)福祉 a介護人材の育成。確保

①実習生の受入

0社会福祉士相談援助実習生の受入

本会における相談援助実習の受入れは、福祉人材の育成を

目的として実施しているものである。社会福祉士資格の取

得を目指す学生の育成だけでなく、実習指導を通じて職員

が自らの業務や事業の意義を改めて認識するとともに、コミ

ュニケーション能力の向上を図る契機に緊がると考えてい

る。今年度は、夏季に3名、冬季に1名の実習生を受入れた。

②インターンシツプ受入

0保育士実習受入(歴木保育所)

0看護師実習受入(つどいの広場)

O障害者就労・自立支援センターからの実習生受入

障害者就労支援の一環で、職場実習の場として、下記のとお

り、受け入れた。ジヨブコーチ指導のもと、共同募金運動に必要

な準備作業や地域福祉活動につながる事務作業を手伝つた。

九州看護福祉大学 看護福祉学部 2名7月 25日 ～9月 9日 (25日 間)
1名8月 6日 ～9月 9日 (24日 間) 筑紫女学園大学 人間科学部

1名九州看護福祉大学 看護福祉学部2月 26日 ～3月 3日 (5日 間)

実 習 依 頼 元受 入 期 間 受入人数

1名福岡県社会福祉協議会 福祉人材センター8月 15日 ～8月 20日 (3日間)

受 入 期 間 受入人数実 習 依 頼 元

1名福岡医療秘書福祉専門学校 医療保育課6月 30日 ～7月 14日 (10日 間)

受 入 期 間 受入人数実 習 依 頼 元

22名帝京大学 福岡医療技術学部 看護学科
10月 1日 ～¬月29日 (延べ22日間 )

※1回の実習は、2人 1組にて週2日間

受 入 期 間 受入人数実 習 依 頼 元

① 8月 18日 ～8月 26日 (7日間)
② 9月 10日 ～9月 19日 (7日間)

4名

共同募金関係庶務、パソコン入力作業等実習内容

受入人数

受入期間
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【基本目標3】

誰もが多様なきつかけやつながりで参加できる社会

(1)幅広い参加・就労機会の創出

①ボランテイアセンターの機能充実

0ボランテイア情報の収集・発信・提供

大牟田市障害者協議会を通してニーズ情報を収集するとともに、広報紙やホームページ、

SNSなどで、ボランテイア活動に関する情報を提供した。また、介護及び障害者施設や高

齢者サロン、市民の方からのボランテイア依頼があつた場合、依頼に応じて個人ボランテイ

アや団体ボランテイアを紹介した。

②ボランテイア活動のコーデイネート

ボランテイア活動をしたい人とボランテイア活動を必要とする人からの相談を受け、75件

のボランテイア活動をコーディネートした。

【ボランテイア活動コーデイネート内訳】

(1)事業所・施設・自治会関係 43件   (2)サロン関係ボランテイア 15件

(3)社協関係 3件     (4)個人 3件   (5)同行援護・傾聴。手話・点訳 5件
(6)学校関係 2件     (7)その他 4件

0ボランテイア活動に関する相談。調整・支援

ボランテイア活動への参加を促進するために、ボランテイアグループの結成・運営などに関

する相談や活動に必要な機材の貸出、各種助成金申請等を支援した。

※令和7年度末 登録ボランテイア数:≪グループ≫44団体 ≪個人≫30名

④ボランテイア活動保険加入の普及・促進

※うち、令和7年度大規模災害特例による加入受付41名。

②災害ボランテイアセンター取組強化

0災害時の床下対応講習会の実施

災害時の床下対応の重要性を地域住民へ同知するため、

実際に床下模型を使用した「災害時の床下対応講習会」を

実施した。床下で使用する道具を紹介しながら、床下対応

の手|1贋について説明した。

【床下対応講習会】

1,215名 1,217名 ¬,161名加入人数 1,210名 1,151名

R4年度R3年度加入年度 R7年度R6年度R5年度

■

おおむた地区第96回メーデー

労働者の祭典での床下講習会

約200名
床下模型を用いた作業方法等の説明

講師 :社協職員
4月 26日

おおむたアリーナ

(おおむた地区第96回
メーデー労働者の祭典)

参加者会  場実施日 内   容



②災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施

(i)災害ボランティアセンター設置・運営訓練の実施

災害ボランテイアセンターの流れを職員が正しく理解するため、本会の災害ボランテイア

センターメンバーを中心に、各班 (総務班、オリエンテーシヨン班、ニーズ班、グルーピン

グ・マツチング班、資機材班、車輛班)に分かれ、それぞれの役割を確認した。今年度は、

発災直後の災害ボランティアセンターの初動体制の動きを

共有した。

(ii)南筑後地区社会福祉協議会・災害ボランテイアセンター設置。運営訓練

南筑後地区社会福祉協議会災害時相互支援協定に基づき、4市社協 (みやま・柳川・八

女・大牟田)合同で、令和7年度南筑後地区災害ボランテイアセンター研修会を実施した。

/― ア

(市 )ICT研修※の実施

大牟田市総合防災訓練にて、災害時におけるボランテイア登録受付及びニーズの申込み

について、スマホやタブレット等を用いたICT研修を実施した。

| ※ICT研修とは、スマホやタブレットを用いた情報通信技術研修のこと

0災害ボランテイア養成

災害発生時に迅速・効果的に被災者支援が行えるよう、災害ボランテイアの養成を目的に、

「災害ボランテイア養成講座」や「災害ボランテイア事前登録説明会」を実施した。

(i)災害ボランテイア養成講座

6月 13日

総合福祉センター 2階 大会議室

災害ボランテイアセンターの運営(講義・演習)

16名参 加 者

実施内容

場

実 施 日

災害ボランテイアセンター

設置運営副1練

″耳
卜
　
．ヽ，

,ォ r ッ

絶

（４

か ｀、

9月 7日

みやま市総合福祉センター(MIYAMAX)

災害ボランティアセンターの役割と使命について

講師 :福岡県社会福祉協議会

災害福祉支援センター 所長 藤本 博昭さん

42名 (大牟田市社協職員4名 )参 加 者

実施内容

会   場

実 施 日

11月 16日

大正小学校(総合防災訓練会場)

スマホ等を使つた入力体験

62名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日

6月 14日

総合福祉センター 2階 大会議室

ボランテイアの始め方～災害ボランティアの心構え～

講師:NPO法人福岡被災地前進支援 理事長 吉田 敦さん
31名参 加 者

実施内容

会  場

実 施 日



6月 14日

総合福祉センター 2階 大会議室

事前登録について(説明)

個人 :新規登録 35人 (登録者合計 61人 )
団体 :新規登録 2団体 (登録者合計3団体)

登 録 者

実施内容

会  場

実 施 日

(ii)災害ボランティア事前登録説明会

0災害支援コーデイネートカの強化

災害が起きたときに、社協が災害支援に取り組む意義や、被災者支援活動の入り口である

災害ボランテイアセンターの設置運営がスムーズにできるよう、下記の研修会へ参加した。

③市民サポーターの養成

0市民後見人養成(P10～引参照)

②生活支援員養成(P13参照)

0つどいの広場サポーター養成(P33参照)

0フアミリー・サポードセンター協力会員養成(P31参照)

0おおむたキャロットサービス協力会員養成(P20～ 21参照)

④おおむた就労支援ネツトワーク会議への参画

高齢者、障がい者、若者等のうち、直ぐには一般就労することが困難な人に対し、市内の就

労支援を実施している機関が連携し、就労体験先の相互協力や相談員のスキルアップ等を目

的とした「おおむた就労支援ネットワーク会議」に参画し、下記のとおり会議を開催した。

【おおむた就労支援ネットワーク会議開催状況】

【「地域企業×高齢者おしごと交流会」への参加】

地域企業・高齢者・福社の事業所がつながり、「顔の見える関係づくり」と「高齢者就労の新

しい形」をテーマに実施された。

大牟田市市民活動等多目的

交流施設「えるる」
10月 3¬ 日

小規模多機能型居宅介護事業所連絡研修会

【災害への備え(風水害編)】

ホテルマIJターレ創成久留米10月 6日
筑後地区老人福祉施設協議会セミナー

【令和6年度能登半島地震及び豪雨被害の

直後と現状と今後の地域再興について】

開 催 日 開 催 場 所研 修 内 容

第1回 4月 16日 大牟田市で超短時間雇用事業を取り組んできた課題

第2回 7月 16日 障がい者雇用に関する取り組み

共生活動(高齢者「ハタラク」プロジェクト)について第3回 10月 15日

第4回 1月 21日 地域企業×高齢者おしごと交流会について

内   容開 催 日

2月 10日

おおむたアリーナ 会議室1～4
① 目的について
②事例発表(Honda Cars筑後手鎌店、デイサービス ライズ・ミライ)
③ グループワーク

約70名参 加 者

実施内容

会  場
実 施 日
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(2)社会参加を実現するアクセンビリテイ※の向上

①ボランテイアセンターの機能充実(P35参照)

|※アクセシビリティとは、近づきやすさや

|アクセスのしやすさのことを示します。

②担い手の育成(P10～ 11、 13、 17、 20～ 21、 31、 33、 36参照)

③子ども。地域食堂ネットワーク活動支援

0子ども・地域食堂運営助成金の交付

今年度は、11校区の子ども食堂へ運営助成金を交付した。また、本会へ匿名の団体よりご

寄付があり、立ち上げ準備中だつた1校区の子ども食堂と、市内10カ所の小地域食堂へ寄

付金の贈呈を行つた。子ども・地域食堂に対しては、当該団体より毎年継続して多額の寄

付をいただいており、各食堂の安定的かつ継続的な運営支援に大きく寄与している。

また、前年度に創設した「子ども食堂基金」については、新たに子ども・地域食堂を立ち上

げる校区への支援をはじめ、既存食堂の持続的な運営及び活動の発展に必要な資金助成

等への活用を予定しており、地域における子どもの居場所づくりのさらなる充実につなげ

ていく。

②おおむた子ども地域食堂ネットワーク会議への参加・連携・協働

市内11校区の子ども・地域食堂関係者、社会福祉法人甘木

山学園、本会が参加し、「おおむた子ども地域食堂ネツトワ

ーク会議」を開催した。このおおむた子ども地域食堂ネツト

ワーク会議では、社会福祉法人甘木山学園より10校区の子

ども・地域食堂に対して、運営助成金が交付された。その

後、各食堂の運営状況や取組みの様子や課題等を共有し、

意見交換をすることができた。

【おおむた子ども・地域食堂ネットワーク会議】(本会と社会福祉法人甘木山学園が協働で事務局を担つている)

0寄贈された食材等の配分

市内・外や県外の個人をはじめ、企業・団体等から、米・野菜など食材の提供を受け、各子

ども・地域食堂へ配分した。

3月 3日

大牟田中央校区子ども食堂、大正校区子ども食堂、高取ふれあい子ども食堂、吉

野ふれあい食堂、平原ふれあいサロン食堂、はやめカッパ食堂、天領かおみしり

食堂、ひまわりの家手鎌よかとこ食堂、しらかわ食堂、くらなが光食堂208、

※羽山台校区子ども地域食堂(仮称)、 社会福祉法人甘本山学園、大牟田市社会

福祉協議会       ※オブザープヾ―参加

参加団体

実 施 日

日月パートナーズ税理士法人 玄米30kg
フルーツグラノーラNPO法人 いるか

西日本シテイ銀行 大牟田支店 玄米5kg

精米20kg全国労働者共済生活協同組合連合会

高菜漬けオギ八ラ食品(株)

はやめカッパ食堂 冷凍食品

玄米90kg南筑後農業協同組合役職員連盟

市内企業(2社 ) 野菜・お菓子

お菓子・砂糖・ジユース県外企業(3社 )
玄米1 20kg・野菜。そうめん。フルーツ等市内個人(8人 )

精米60kg・ 缶詰・野菜等県外個人 (4人 )

寄贈者 (企業・団体・個人 ) 内   容
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(3)教育の充実。学習活動の促進

①福祉教育の推進

0福祉教育推進校へのゲストテイーチャー派遣

学校等における福祉教育活動として、高齢者疑似体験をはじめ、

障がいについて学ぶ講座に、大牟田市視力障害者福祉協会、大牟

田聴覚障害者福祉協会、大牟田手話の会「ありあけ」、点訳奉仕

「大牟田むつき会」の協力を得て、ゲストテイーチヤーを派遣した。

②多世代・多職種等の協働による福祉教育の推進

今年度は3校 (御木中学校、松原中学校、宅峰中学校)と大牟田中央校区まちづくり協議会

より福祉学習の依頼があつた。初めての依頼となつた宅峰中学校での福祉学習は、大牟田

中央地区地域包括支援センター、帝京大学、介臨丸、菅原病院、つくしんば小浜の協力を得

て、生徒たちに「思いやり」を考えるきつかけづくりのための講話の後、車いす体験を実施

し、当事者の立場にたつて考える視点を育む機会となつた。

【学校関係】

【大牟田中央校区まちづくり協議会】

17件 20イ牛 17件派遣件数 11件 19件

R4年度R3年度年  度 R7年度R6年度R5年度

松原中学校 宅峰中学校御木中学校

11月 6日、¬1月 20日10月 30日 、10月 31日 11月 18日

1年生75名 1年生170名1年生156名

≪宅峰中学校車いす体験≫

・思いやりの心を育むた

め、福祉についての講話

を実施。
。身体障がい者への理解

を深めるために、車いす

体験を実施。

≪御木中学校福祉体験≫

・身体障がい者、高齢者
への理解を深めるため、

高齢者疑似体験セツトを

用いて疑似体験を実施。
イデイサービスえいる」で

生徒の施設体験を実施。

≪松原中学校1年生
2学期総合DAY≫

・本会活動の説明と高齢

者への理解を深めるため

高齢者疑似体験セツトを

用いて疑似体験を実施。

内 容

対象者

実施日

学校名

11月 8日

大牟田中央小学校

62名

身体障がい者、高齢者への理解を深めるため、高齢者疑似体験セツト、アイマスク

と自杖を用いて、疑似体験を行つた。
内 容

参加者

会 場
実施日
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0地域組織と協働した「子ども,ジュニア民生委員」活動への支援

中友及び白川校区民生委員・児童委員協議会、校区社会福祉協

議会等が、福祉教育の一環として、中友校区子ども民生委員や

白川校区ジユニア民生委員と協働で、高齢者の見守り訪問活動

や赤い羽根共同募金運動等を行う地域福祉活動を支援した。

0福祉教材の貸出

福祉への関心や理解を高める教育活動に活用できる福祉教材(高齢者疑似体験セツト、車

いす、白杖、アイマスク、DVD等 )を貸出した。今年度は、16件の福祉教材を貸出した。

②学習支援事業(P5～ 7参照)

(4)地域支え合い活動の促進

①第17回大牟田市地域福祉大会～地域支えあい“絆"セミナー～

大牟田市地域福祉大会は、市民一人ひとりが自ら住んでいる地域に積極的に関わり、地域

住民の支えあいの“絆"を創造することを目的として毎年開催している。大会実行委員会(大

牟田市。大牟田市校区社会福祉協議会会長連絡協議会。大牟田市ボランテイア連絡協議会・

福岡県共同募金会大牟田市支会・大牟田市社会福祉協議会)での協議を踏まえ、下記の内容

で開催した。また、令和7年度大牟田市社会福祉協議会功労者表彰選考のため、表彰審査委

員会を開催した。

【大牟田市地域福祉大会】

・ t́ _

r
||!!!!!Il与

|

中友校区子ども民生委員

見守り訪問活動

16件13件 ¬4件 ¬8件 20件貸出件数

R3年度年  度 R7年度R6年度R5年度R4年度

2月 1日 9:30～ 12:00

大牟田文化会館 ′」ヽホール

【第1部】功労者表彰式典(85名 、34団体、2事業)
≪表彰対象者≫

市社協役員・評議員、校区社協実践活動者、校区における顕著な取組み・事業、

校区において地域貢献が顕著な企業・団体等、ボランティア活動者・団体、

校区功労者、善意銀行高額寄付者・団体、事業運営協力者、

共同募金高額寄付者。団体及び運動協力者

【第2部】基調講演
≪演 題≫

『制度の狭間と向き合い続けて…』
～大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会10年の歩み～

講師:筑紫女学園大学 准教授 前田 住宏さん

大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会 運営委員会

期
明

約400名

開催日時

会  場

内  容

参 加 者
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【基本目標4】

新たな担い手が生まれる持続可能な社会

(1)安心して暮らせる地域づくり

①生活支援体制整備事業(校区社会福祉協議会活動)

0小地域ネットワーク活動促進事業

地域の中で孤立する人を出さないように、地域住民が身近な課題を見つけ、小地域単位の

特性にあつた活動を行い、住民相互の活動による顔の見える関係づくりを推進することを

目指して、以下のとおり取り組んだ。

(1)福祉委員の委嘱

今年度は、福祉委員(第 10期 :令和6年7月 1日 ～令和8年6

月30日 )の任期途中であつたが、19名の交代があつた。

【福祉委員の配置数】

323名 (定数357名 )うち、新任福祉委員19名

※1期は2年間。

(ii)新任福祉委員研修会の実施

新任の福祉委員に対し、新任福祉委員研修会を実施し、福祉委員の役割についての説明、

現役福祉委員による実践発表を行つた。

(ili)校区福祉座談会・研修会等への参画

333名 /358名 323名 /357名配置数/定数 357名 /365名

98% 93% 90%充 足 率

第10期第9期第8期

森山 通子さん(羽山台校区福祉委員)7月 8日  14:00～ 6名
総合福祉センター

4名 石川 毅さん(平原校区福祉委員)7月 8日  19:00～

再任のため、研修不参加 2名

7名個別対応

合  計 19名

実践報告者参加者会  場日 時

不登校・ひきこもり支援について4月 22日 改馬校区福祉座談会

6月  7日 手鎌校区合同研修会①
支え合いマツプ更新作業
防災マツプの取組みについて

天の原校区福祉委員研修会 つながリワーカー研修6月 16日

三池校区福祉座談会 不登校。ひきこもり支援について8月 27日

キャロツトサービスについて9月 17日 殷馬校区キヤロツト協力会員説明会

9月 29日 吉野校区合同研修会 小地域ネットワーク活動について

10月 25日 明治校区福祉委員研修会 福祉委員の活動について

羽山台校区福祉委員研修会 子ども。地域食堂の衛生講習¬1月 20日

福祉委員の活動について
キャロットサービスについて

12月 13日 手鎌校区福祉委員研修会

刊月25日 大牟田中央校区四者合同研修会 キャロットサービスについて

2月 4日 吉野校区キヤロツト協力会員説明会 キヤロットサービスについて

手鎌校区合同研修会②
つどいの広場及びフアミリー・サポート・センタ
ーについて

2月  7日

主 な 内 容開催校区。名称開催日
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(iv)地域包括支援センターとの連携

【生活支援コーデイネーター・共創サポーター共同会議への参加】

【玉川校区移動手段検討会議】

②地域組織活動促進事業

(i)「第5次大牟田市地域福祉実践計画」策定に向けたヒアリング調査の実施

令和8年度に「第5次大牟田市地域福祉実践計画」策定が控えていることから、令和6年

度に実施した「地域福祉カアンケート」の調査結果を踏まえ、校区における様々な生活課

題の発見や新たな福祉課題解決の方策を把握するため、19校区の地域リーダーヘヒア

リング調査を実施した。

～校区ヒアリング調査での主な意見(抜粋)～

①地域に携わる人員の高齢化が一層進行し、現在中核を担つている “団塊の世代"が今

後80代になり、担い手不足はより深刻になる。限界を迎える地域も出てくる。

②公民館。自治会未加入世帯、特に現役世代や子育て世代、PTA世代等の若い世代の地

域活動への参加が少ない。若い世代が参加しやすくなるような工夫が必要。

③「ゴミ屋敷」と呼ばれる家の清掃活動や「8050問題」等、いわゆる“制度の狭間"に陥つ

ている世帯への支援体制の構築は急務。地域だけではとても対応できない。

帝
SI: |―:|す1厨

4月 17日 ～3月 19日
毎月第3水曜日

職員会館
または
各地区公民館

・活動状況報告
・生活支援コーデイネーター・共創サポーターからの連
絡事項
・市福祉課、包括化推進委員からの連絡事項
・市社会福祉協議会からの連絡事項
・研修班、同知班、資源班の活動(方向)等

会  場開 催 日

4月 15日 ～3月 17日

毎月第3火曜日
勝立地区公民館

・利用者登録状況報告
・運行状況月例報告
・「公共ライドシェア実証実験」への移行
⇒玉川校区公共ライドシェア「たまたク」
・公共ライドンェアの運用改善策の検討・利用促進 等

会  場開 催 日

総合福祉センター9月 10日 三川地区公民館 平    原 8月 29日み な と
高    取 8月 23日 総合福祉センター天    領 8月 26日 天領コミセン

冨史馬地区公民館 池 9月 4日 三池地区公民館殷    馬 9月 17日

7月 14日 羽山台コミセン天 の 原 9月 司日 天の原すみよか広場 羽 山 台
銀    水 7月 30日 銀水コミセン玉    川 9月 9日 勝立地区公民館

9月刊0日 上内コミセン大牟田中央 9月 3日 大牟田中央コミセン 上    内

吉    野 8月 24日 吉野地区公民館大    正 9月コ日 大正コミセン

9月 30日 倉永コミセン中   友 9月 3日 中友小ふれあいルーム 倉    永

手    鎌 9月 5日 総合福祉センター明    治 9月 24日 明治会館

9月¬8日 総合福祉センター白    サ||

会  場実施日校  区 会  場実施日校  区
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(li)校区社協会長会との連携・協働

19校区社協会長で組織される校区社協会長連絡協議会の事務局を担い、次のとおり会

議等を支援した。

【校区社協会長会 役員会及び会長会開催状況】

0ふれあいサロン活動(P14～ 16参照)

0地域支え合いマップ作成

地域力の低下によつて、地域に潜在化している様々な地域課題を見える化する手段とし

て「地域支え合いマツプ」の作成を推進し、また、地域支え合いマップを活用した校区社協

の小地域ネツトワーク活動を支援した。今年度から、新たに大正校区で地域支え合いマッ

プを活用した地域の見守り・防災減災の取組みが始まつた。また、大牟田中央校区では、

公民館単位ではあるものの、地域支え合いマップを用いた地域住民による地域課題への

取組みが始まり、来年度以降も継続して取り組んでいくことになつた。今後も校区への働

きかけを続け、地域支え合いマップの利用促進・拡大に努める。

第¬回 会長会 4月 8日

・令和6年度 校区社協会長連絡協議会事業報告
・令和6年度 校区社協会長連絡協議会収支決算
・令和6年度 監査報告

役員会 5月 27日
第2回

会長会 6月 10日
新たな校区社協表彰の推薦基準の設定について

7月 22日役員会
第3回

会長会 8月 12日

校区ヒアリング調査の進捗状況について

新たな校区(社協)表彰の推薦方法について

9月 22日役員会

第4回
会長会 10月¬4日

・令和7年度 地域リーダー合同研修会(案)について
。熊本県合志市黒石コミュニティ地域福祉連絡協議会

からの視察受け入れについて

役員会 司1月 25日
第5回

会長会 12月 9日

赤い羽根共同募金進捗状況について(中間報告 )

令和7年度 第17回大牟田市地域福祉大会について

役員会 1月 27日
第6回

会長会 2月 10日
令和7年度 校区社協会長連絡協議会事業報告 (案 )

令和8年度 校区社協会長連絡協議会事業計画・予算(案 )

第 7回 役員会 3月 24日

・令和7年度 校区社協会長連絡協議会事業報告 (案 )
・令和7年度 校区社協会長連絡協議会収支決算(案 )
・令和7年度 監査報告

会 議 名 主 な 内 容開 催 日

①令和7年 10月 29日 19:00～ 20:30
②令和8年 3月 7日 10:00～ 12:30

①大正校区福祉座談会(地域支え合いマツプ報告会)

②上官三丁目防災お茶会(地域支え合いマップ作成)

①大正小学校 体育館

②上官三丁目北公民館

①大正校区まちづくり協議会ほか 地域関係者 計50名

②上官三丁目北公民館地域住民 計20名参 加 者

会  場

内  容

開催日時
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O地域リーダー合同研修会の開催

地域活動に取り組んでいる校区社会福祉協議会会長連絡協議会、校区民生委員・児童委

員協議会、校区コミュニテイ連絡協議会等の各会長と、それぞれの事務局 (市社会福祉協

議会、市福祉課、市地域コミュニテイ推進課)が協働して、地域リーダーが一堂に集い、地域

課題について話し合う「地域リーダー合同研修会」を開催した。

0新たな生活支援等の開発

複雑化・潜在化する地域福祉課題に対応するために、社福公益協をはじめ、様々なNPO法

人、ボランテイア団体、生活支援コーデイネーターと連携し、制度の狭間となる事案を解決

してきた。

今年度も引き続き、交通弱者対策として、「買い物支援プロジェクト」に取り組むとともに、

住民参加型在宅福祉サービス(キャロットサービス)等を充実強化させるために、地域に密

着し、地域包括支援センターと協働して、会員の拡大やサービスの周知啓発に努めた。

②市との協定に基づく福祉避難所の開設

大牟田市との協定に基づき、豪雨災害に備え、総合福祉センターを福祉避難所として開設

したが、避難者はいなかつた。

【福祉避難所開設状況】

司月16日 14:30～ 17:00

おおむたハイツ 有明ホール

【基調講演】
「大牟田市の福祉の未来を考える～地域カアンケート調査や

校区ヒアリングから見えてきた現状と課題～」

請師:筑紫女学園大学 名誉教授 山崎 安則さん、 准教授 前田 佳宏さん
〔グループワーク】
「校区“夢"プラン～私たちが考える地域の姿～」

講師:筑紫女学園大学 名誉教授 山崎 安則さん、 准教授 前田 佳宏さん
校区民児協会長、校区まち協会長、

―デイネーター、県社協職員、市社協職員 0参 加 者

内  容

会  場

実施日時

8月 10日 ～8月 11日

0名

延べ6名

14引 5～翌日16:00開設 時 間

対応職員数

来 館 者
期   間
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(2)地域コミュニテイの活性化と新しい「公」の担い手づくり

①多様な企業。団体・NPO法人等と協働した事業展開
0買い物支援プロジエクト

前年度に引き続き、高取校区をモデル校区としたモデル事業を継続して実施した。高取校

区の地域住民、医療・福祉関係者、地区公民館、地域包括支援センター等で構成する「高取

校区買い物支援プロジェクト」と連携し、様々な買物支援の手法を検証・周知する一環とし

て、下記のとおり活動を行つた。

(i)買い物支援プロジエクHこ関する会議

【コアメンバー構成員】

地域関係者…。乙宮公民館長、希望ケ丘公民館長、茶屋の原公民館長

協力団体等中0米の山病院、延寿苑、市地域コミュニテイ推進課、三池地区地域包括支援センター

共同事務局…・高取校区まちづくり協議会、高取校区社会福祉協議会、大牟田市社会福祉協議会

(ii)校区イベントでの移動販売車誘致

前年度は「乗合タクシー」方式の移動手段について検討し、地域住民を買物する場所まで送

迎する実証実験を実施した。今年度は、多様な買物支援の方法を地域住民に同知すること

を目的に、企業が実施している移動販売事業を、校区で開催されるイベンHこ合わせて誘致

することについて検討し、下記のイベントにて移動販売車の誘致活動を実施した。
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令和7年度の取組みについての説明7月 15日
高取校区まちづくり協議会

役員会
・事業への協力企業等の検討
→□―ソン大牟田米ノ山店への協力要請

・校区開催イベントとの調整

9月 15日 コアメンバー会議①

11月 12日
希望ヶ丘公民館関係者、

協力企業との打合せ

・校区開催イベントでの移動販売車誘致に関する地

域住民への同知協力

1月 28日 コアメンバー会議②
・移動販売車誘致に関する情報交換
・次の取組みに向けた打合せ

3月 4日 コアメンバー会議③

・次年度に向けた取組みの打合せ
→ドライブサ回ン実施についての検討
・協力企業、地域資源に関する情報収集

内   容会 議 名実 施 日

11月 30日 高
取校区グラウンドゴルフ大会

(会場 :高取小学校 校庭)

大会終了前後の約1時間開催

利用者数 :地域住民 約30名
大会終了前後の約1時間開催

利用者数 :地域住民 約20名
12月 20日

高取校区餅つき大会

(会場 :高取小学校 校庭)

イベント名
(会 場 )

誘致活動時間
利用者数実施日
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②様々な団体等とのネットワーク・プロジエクト

0子ども。地域食堂ネットワーク会議(P38参照)

②大牟田ひきこもり支援ネツトワーク会議(P16～ 19参照)

0大牟田市子育て支援ネツトワーク会議(大牟田市要保護児童対策地域協議会)
「保護者のいない児童」、「保護者に監護させることが不適当であると認められる児童」、

「出産前からの支援が必要な妊婦」の早期発見や、早期対応を図り、関係機関と支援対象

児童等に関する情報交換や支援内容の協議を円滑に行うことを目的として「大牟田市子

ども支援ネットワーク会議」が設置されており、本会からも委員として参加し、子ども支援

に関する取組みや課題等について意見交換を行つた。

【会 議】

【企画運営会議】

【研 修】

0おおむた就労支援ネットワーク会議(P37参照)

0買い物支援プロジエクト(P45参照)

O未来を紡ぐファツシヨンシヨー～OMUTAコーデバトン2025～
12月 20日、イオンモール大牟田ありあけコートステージにて「未来を紡ぐファッションシヨ

ー～OMUTAコ ーデバトン2025～」が開催された。当日は、3部構成で、最初に誠修高等
学校 生活文化科トータルビューテイーコース3年生の皆さんが制作した衣装を自ら着て、

「これからの夢と希望」を表現された。続いて誠修高等

学校 生活文化科トータルビューテイーコース1年生の皆

さんが制作した衣装を市内の元気高齢者 (本会が推薦し

たサロン利用者・老人クラブ会員等)の皆さんがモデル

となつて、想い出のBGMに合わせ、華やかにレッドカー
ペットを歩まれた。ラスHよ、誠修高等学校の生徒と高齢

者の皆さんが手を繋ぎ、仲良く登場され、まさに世代を

超えた感動的なフィナーレとなつた。

7月 2日

①令和6年度活動報告  ②令和7年度活動計画
③各団体の子ども支援の取組みや課題報告及び意見交換

内 容

開催日

第1回 9月  2日 研修の役割と意義について

第2回 10月 10日 研修内容検討会議①

各関係機関の子育て支援の役割について第3回 1¬ 月 5日
第4回 12月 10日 研修内容検討会議②

1月 28日 研修内容検討会議③第5回

第6回 2月  5日 研修内容検討会議④

内   容開催日

2月 16日

りんどう学園

大牟田市児童通所サービス等連絡会 (参加者36名 )
要保護児童対策地域協議会の役割や虐待防止について内 容

開催日

緩訓劃炎姦目識謎 卿 鞠誘冨言薄蒼響冨行聾浩祉協議会
【後援】大牟田市教育委員会
【協力】九州大谷短期大学、誠修高等学校、イオンモール大牟田、hotサロンワミレス
ジュリア・オージェイオンモール大牟田店



③福岡県共同募金会と協働した公益活動の支援

0福岡県共同募金会大牟田市支会との連携

(i)赤い羽根共同募金運動・歳末たすけあい募金運動の実績

今年度も例年同様、戸別募金、法人募金、街頭募金、自動販売機募金、資材募金、インタ

ーネット募金など多様な方法で取り組んだ。大牟田市公式キャラクター「ジャー坊」との

コラボ企画である「ジヤー坊トートバツグ」「ジヤー坊ボールペン」は、多くの市民に、協力

して頂いた。また、昨年度の「明光学園学生部会」に引き続き、「明光学園第2期学生部会」

を結成し、啓発のための学生手作りのチラシの作成。配布に取り組み、共同募金の意義・

必要性を広めることができた。一方、歳末たすけあい募金については、赤い羽根募金と

の区別を明確にし、その必要性を踏まえ、募金活動を展開した。また、どちらの募金運動

についても、従来通り、「大牟田版ミニチラン」入りのポケツトティッシュの配布や地域コ

ミュニティ放送局「FMたんと」を通じて、使途の透明化のための情報を発信した。

令和7年度の赤い羽根共同募金実績は前年比94%、 歳末たすけあい募金実績は前年

Lヒ103%と なつた。過去5カ年の実績は以下のとおりである。

【令和7年度 赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金】

【過去5カ年赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の推移】 (単位 :円 )
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1,315,650円 各世帯を対象とした募金0戸別募金 4,900,319円
企業等の従業員を対象としたオリジナル

資材等による募金②職域募金 69司 ,975円 175,477円

505,577円 331,800円
イオン。ゆめタウン・スーパー等での街頭
募金0街頭募金

516,593円
市内の企業・団体等の法人を対象とした

募金0法人募金 2,744,154円

市内58台の自動販売機による通年募金O自動販売機募金 846,339円
市内外からのインターネッHこよる募金0インターネット募金 22,606円

80,212円
イベント昇金、昇金箱、個人募金、各ネ重団
体による募金0その他 379,129円

10,090,099円 2,419,732円合  計

歳末たすけあい赤い羽根募金の種類 募 金 の 内 容

10,090,099¬1,200,784 10,900,609 10,7司 8,775赤い羽根募金 A 11,754,706
97% 98% 94%前 年 比 96% 95%

2,379,485 2,545,303 2,349,468 2,4¬ 9,732歳末募金 B 2,599,585
92% 103%前 年 比 107% 92% 107%

¬3,445,912 ¬3,068,243 12,509,83¬A+B 14,354,29珂 13,580,269

97% 96%98% 95% 99%前 年 比

R3年度年  度 R7年度R6年度R5年度R4年度
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歳末たすけあい街頭募金運動
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(ii)広報活動

(ili)法人募金の実績

(iv)赤い羽根自動販売機の設置及び実績

※今年度は、2台増設、1台撤去となつた。

(v)インターネット募金(ふるさと赤い羽根募金)の実績

(M)街頭募金の支援

【赤い羽根共同募金(運動期間:10月 1日～12月 31日 )】

赤い羽根共同募金運動と使途について 2名出演9月 25日 FMたんとへの出演

≪場 所≫ゆめタウン及びイオンモール

≪参加者≫

大牟田市長、福岡県共同募金会大牟田市支会理事、

大牟田市社会福祉協議会役職員  計29名

10月 1日
赤い羽根共同募金

街頭キヤンペーン

歳末たすけあい募金運動と使途について 2名出演11月 21日 FMたんとへの出演

≪場 所≫ゆめタウン及びイオンモール

≪参加者》

大牟田市副市長、福岡県共同募金会大牟田市支会理事、

大牟田市社会福祉協議会役職員  計29名

12月 1日
歳末たすけあい募金

街頭キヤンペーン

実施日

464社 471イ性 469社法人数 433社 442社
2,744,154円2,668,¬ 04円 2,607,541円 2,798,314円募金額 2,706,128円

R4年度R3年度年  度 R7年度R6年度R5年度

58台58台 59台 57台設置数 58台

884,005円 855,169円 846,339円募金額 806,577円 943,258円

R3年度年  度 R7年度R6年度R5年度R4年度

13件 22,606円

件  数 募 金 額

インターネット募金

10月  1日
ミスターマックス

ザ・ビッグ
天の原校区社会福祉協議会

ゆめタウン 日本ボーイスカウト大牟田第3団¬0月 5日
中友小子ども民生委員及び中友校区民生委員・児童委員協議会10月 10日 銀座通り商店街

ゆめタウン NPO法人 大牟田市障害者協議会10月 14日

自川校区社会福祉協議会10月 ¬4日 ゆめタウン

10月 15日 マルショク吉野店 吉野校区社会福祉協議会

共同募金会大牟田市支会事務局¬0月 18日
帝原大字

福岡医療技術学部

大牟田市ボランテイア連絡協議会10月 18日 ゆめタウン

ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会10月 19日

天の原校区社会福祉協議会11月 ¬日 マルエイ大牟田店

11月 ¬0日 銀座通り商店街 中友小子ども民生委員及び中友校区民生委員。児童委員協議会

白川校区社会福祉協議会珂1月 11日 ゆめタウン

手鎌校区社会福祉協議会11月 28日 手鎌地区公民館

ゆめタウン 自川小ジュニア民生委員及び自川校区まちづくり協議会福祉部会司2月 9日
羽山台校区まちづくり協議会12月 ¬5日 ラ・ムー羽山台店

12月 17日 ゆめタウン 大牟田高等学校

実 施 日 実 施 団 体 名実施場所
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【歳末たすけあい募金(運動期間封2月 1日～12月 31日 )】

(胡 i)災害義援金の受付 (令和7年度受付分)

②赤い羽根共同募金からの令和8年度事業助成金の決定

各学校・団体からの令和8年度事業配分助成金申請を共同募金配分委員会で審査し、理事

会・評議員会の承認を受けた。令和8年度は、福祉教育推進校へ711,308円、福祉団体・N

PO法人。ボランテイア団体等へ769,068円 、19校区社会福祉協議会活動費や本会が実

施する地域福祉事業費へ5,271,124円、総額6,751,500円 の配分となった。

(i)福祉教育推進校への助成 (13校 )

銀水校区民生委員・児童委員協議会12月 4日 新鮮市場サカイ

グッディ大牟田南店
マルエイ大牟田南店

天領校区社会福祉協議会12月 6日

天の原校区社会福祉協議会司2月  7日 ミスターマツクス・ザ・ビッグ
中友校区民生委員・児童委員12月 10日 銀座通り商店街

明光学園中学校・高等学校12月¬3日
ゆめタウン大牟田・イオンモ
ール大牟田・」R大牟田駅

ゆめタウン 大牟田中央校区まちづくり協議会¶2月¬4日

吉野校区社会福祉協議会12月 15日 マルショク吉野店

ありあけ新世高等学校12月 19日 ゆめタウン

実 施 団 体 名実施場所実 施 日

16,020円 5件令和6年能登半島地震災害義援金(石川県)R6.1.4～ R8.3.31
5件令和6年能登豪雨災害義援金 (石川県) 8,844円R6.9.26～ R8.3.3¬

88,156円 5件大分市佐賀関大規模火災義援金R7.¬ ¬.2¬ ～R8.3.31
1,359円 1件R7.8.13～ R7.¬ 0.3¬ 令和7年 8月豪雨災害義援金(熊本県)

2件大船渡市赤崎町林野火災義援金 3,984円R7.3.6～ R7.6.30
1,022円 ¬件令和7年台風刊2号鹿児島県災害義援金R7.9.9～ R7.12.26

1件550円R7.7.15～ R7.12.26 トカラ列島近海を震源とする地震災害義援金
1件令和7年台風8号災害義援金 (沖縄県) 司40円R7.8.4～ R7.12.26

387円 1件令和7年8月 豪雨災害義援金 (鹿児島県)R7.8.19～ R7.呵 2.26
1件1,001円R7.12.24～ R8.1.30 令和7年12月青森県東方沖地震災害義援金
23イ牛121,463円合  計

受付期間 名  称 件 数義援金額

42,500円1 殷馬小学校 地域との連携による福祉の心を育む活動

50,000円2 玉川小学校 「自然・ひと。もの。こと」を大切にする教育の推進

70,000円3 中友小学校 中友校区ハツピータウンプロジエクト

4¬ ,000円4 自川小学校 ジュニア民生委員・児童委員活動

22,000円5 平原小学校 児童への福祉教育

30,000円6 羽山台小学校 SDGs達成に向けて誰もが幸せに暮らせるまちづくり

89,938円7 上内小学校 地域とともに生きる～わたしたちにできること～

53,000円8 倉永小学校 地域と学校の協働による住みよいまちづくり

20,000円9 手鎌小学校 障がいのある方との交流及び人権学習

32,500円10 白銀中学校 総合的な学習における福祉教育、環境学習、防災・減炭学習

60,370円11 自原中学校 「地域とともに生きる」富原中学校HAPPYプロジエクト

100,000円12 御木中学校 安心して長生きできる社会を目指して

100,000円明光学園中学校・

高等学校
地域活性化 !世代間交流ふれあい手作リプロジェクト13

711,308円計

No.1 学 校 名 助 成 額事 業 名
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76,000円1
大牟田市
ボランテイア連絡協議会

防災運動会

50,000円2 大牟田朗読の会 朗読・録音図書作成等のスキルアップ研修会

100,000円3 大牟田市老人クラブ連合会 介護予防推進事業

NPO法人
大牟田市障害者協議会

令和8年ふれあいパラサンまつり 75,000円4

79,568円5 NPO法人 ともしび会 精神障がい者等の社会参加促進事業

96,500円6
NPO法人
大牟田知的障害者育成会

知的障がい者施設体験学習研修

100,000円7 大牟田市視力障害者福祉協会 福岡県盲人福祉大会・視力障害者徒歩訓練

92,000円8
おおむた認知症カフェ

連絡協議会
認知症の啓発活動と地域で孤立した人の

居場所づくり

100,000円9 不
登校。ひきこもり家族の会

「ふきのとうJ
不登校・ひきこもり当事者やその家族の

居場所づくり

769,068円計

団 体 名 事 業 名No, 1 助 成 額
(ii)福祉団体等への助成 (10団体)

(ili)令和8年度事業配分助成金総額

0歳末たすけあい募金からの令和8年度事業助成金の決定

令和7年度の実績額である2,419,732円については、令和8年度の事業活動費として助

成される。内訳については下記のとおりである。

711,308円(1)福祉教育推進校(13校 )
769,068円(ii)福祉団体・ボランテイア団体・NPO法人等(9団体)

19校区社会福祉協議会活動費 4,388,475円

大牟田市社会福祉協議会(地域福祉事業費) 882,649円

6,751,500円計

助 成 額助  成  先

1,477,312円年末年始校区交流行事等地域福祉活動費(19校区)

200,000円生活困窮者対策(食料品。日用品等)支援

子ども・地域食堂支援事業 330,000円

412,420円地域福祉事業費(サロン活動。災害ボランティア設置運営訓練等)

2,419,732円計

助 成 額助  成  先

共同募金会第3回評議員会

ら
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地域福祉の推進役を果たすために

社会福祉協議会の基盤を強化します

(1)社会福祉協議会基盤強化

①理事・評議員研修の充実

今年度は、役員改選期にあたり、理事4名、評議員4名の交

代があつたことから、「新任役員・評議員研修」を実施し、本会

の社会的使命や事業概要、「第4次大牟田市地域福祉実践計

画」における基本目標及び重点施策等について説明した。

②事務局体制の強化

将来的に安定した社協運営を継続していくために、引き続

き、役職者の権限や責任を明確化するとともに、常に職員間

で情報共有するために、事務局会議 (毎週 )、 経営会議 (毎月)

を実施した。

また、総合福祉センター機能見直し検討委員会を設置し、効

率的な事業運営のため、次年度に向けて、事務局用途・機能の

見直しの検討を行つた。

加えて、職員のスキルアップを図るため、職員全体研修や担当課ごとに専門的な研修を実

施した。特に、今年度は、生成AIプロジェクトを立ち上げ、外部研修で習得した内容を組織内

に共有することで、生成AIの適正かつ効果的に活用できるよう努めた。

【職員全体研修】

【生成AI研修】

【総合生活支援課研修】

48名4月 23日 傾聴力覆成講匹「傾聴は奥が深いJ

NPO法人 FFAフォロワーシツプ協会
理事長 福嶋 健司さん
株式会社 ID0
代表取締役社長 本間 佑介さん

54名6月 25日 介護
・福祉現場における
カスタマー八ラスメント

九州大谷短期大学 教授 中村 秀―さん 37名8月 27日 社協の目指す方向性

社会福祉法人 甘木山学園

こども家庭支援センター あまざやま
センター長 坂口 明夫さん

59名¬0月 22日
ヤングケアラーの理解と支援
「こども支援は家庭支援」

48名NPO法人 大牟田市障害者協議会
事務局長 泉田 健一さん

12月 17日 障害者の人権について

社福公益協運営委員会 76名2月 ¬日 第17回大牟田市地域福祉大会

実施日 テーマ 言蕎  日雨 参加者

社協職員 生成AIプロジェクトメンバー
8月 29日 ～
11月 26日
(全5回 )

生成AIの活用について

テーマ 講 師実施日 参加者

5月 7日
5月 14日

5月 16日
DVD視聴 5名

5月 21日

発達障害・軽度知的障害のあ
る人への生活困窮者支援

テーマ実施日 参加者講  師
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10月 2日
高齢者支援・地域包括支援セ
ンターについて

大牟田市中央地区地域包括支援センター

管理者 竹下 一樹さん
7名

10月 22日
ヤングケアラーの理解と支援
「子ども支援は家庭支援」

※職員全体研修と合同

社会福祉法人 甘木山学園
こども家庭支援センター あまぎやま
センター長 坂口 明夫さん

59名

3月  5日
不登校経験者とその家族の

経験談
第1回不登校・ひきこもリサポーターフォロー
アツプ研修の動画視聴

7名

【福祉サービス課研修】 ※講師は全て社協職員

③行政とのパートナーシツプの強化

大牟田市保健福祉部福祉支援室との毎月の定例会に加え、2カ月に1回程度の頻度で子

ども未来室と、情報共有のための意見交換会を実施した。「重層的支援体制整備事業」では、

行政とのパートナーシップのもと連携・協働し、既存の相談支援の取組みを活かしながら、複

雑化・潜在化した支援ニーズに対応する包括的な支援体制を構築し、「相談支援」「参加支援」

「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施した。

0相談支援
・大牟田ひきこもり支援ネットワーク会議
・大牟田市権利擁護連絡会
・大牟田市地域包括支援センターとの連携
・大牟田市子ども支援ネットワーク会議
・不登校・ひきこもり家族の会「,S、きのとう」

・おおむた就労支援ネットワーク会議
・大牟田市障害者協議会
・相談支援包括化推進員との連携
・グリーンコープふくおかとの連携
・終活ケアサポートありあけ

②参加支援
・大牟田市社会福祉法人地域公益活動協議会(生活困窮者レスキュー事業)
。大牟田市ほつとあんしんネットワーク模擬訓練

0地域づくりに向けた支援
・玉川校区移動手段検討会議への参画 ・生活支援コーデイネーターとの連携
・子ども。地域食堂への支援  ・高取校区買い物支援プロジェクト

④企業・団体等とのネツトワークの強化

企業や団体等の社会貢献活動が少しずつ増えてきており、今年度も、企業や団体等から多

くの支援が寄せられた。「フードドライブ」による食材や日用品の寄贈のほか、「子ども・地域

食堂」へ支援を目的とした寄付など、いずれの支援の多くが継続的に行われている。

今後も、こうした地域貢献活動に取り組む企業や団体等を全戸配布の広報紙で紹介する

ことにより、引き続きCSR活動※の理解と広がりを支援していく。

※CSR活動とは、企業が、収益を求めるだけではない、環境活動、ボランテイア、寄付活動な
どの、企業としての社会貢献活動のこと。

5月 ¬4日 10月 8日
22名17名

10月 15日

プライバシー保護、倫理・法令
遵守、災害時の対応(BCP)5月 21日

接遇

11月 12日6月 11日 23名認知症ケア 26名
1¬ 月19日

災害時の対応(BCP)
6月 18日

12月¬0日7月 9日
2珂名

7月 ¬6日
身体拘束排除の取組み 9名

12月 17日
感染症・食中毒の予防や

蔓延防止

1月 14日8月 13日
21名

1月 21日
介護予防及び

要介護度進行予防
1¶ 名

8月 20日
八ラスメント対策、苦情対策

17名2月 18日 緊急時の対応9月¬0日
23名

3月 18日 高齢者虐待防止 司4名9月¬7日
事故対応と再発防止

テーマ実施日 テーマ実施日参加者 参加者



⑤財政の健全化

財政の健全化は、公共性、非営利性の高い社会福祉法人として、至生命題であり、かつ市

民に対して経営の透明性を確保していく責務があり、コンプライアンスを達守する必要があ

ることから、引き続き会計士・税理士・弁護士。社会保険労務士と顧問契約を結び、法人経営

のガバナンス※の強化を図つた。また、引き続き「子ども食堂基金」を活用し、子ども・地域食

堂の安定的な運営に努めた。

※ガバナンスとは、組織での不正や不祥事を防ざ、企業経営において公正な判断・運営がな

されるように監視・統制する仕組みのこと。

0大牟田善意銀行の預託状況
【寄付金等預託状況】

②賛助会員加入状況

【賛助会員数等の推移】

⑥広報の強化

0広報紙「きらり」の発行(全世帯配布:年4回 )

全戸配布の社協だより「きらり」を年4回 (4月・7月・10月・1月 )発行し、本会の事業等の活

動報告やイベントの案内、制度の周知啓発を行つた。

F

ぱ □ 題
綴 挫 紺 1講 μ

‐
生

等
埒 子

②事務局通信「きらり」の発行

賛助会員等を対象に、社協事務局通信「きらり」を毎月1回発行し、本会の活動報告をはじ

め、様々な情報提供を行つた。年4回発行している社協だより「きらり」を補うようなタイム

リーな情報を発信し、ホームページに掲載している。加えて、公共機関をはじめ、大牟田柳

川信用金庫の各支店にも配布している。
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68イ牛48件 50イ牛物品寄贈件数

区  分 R7年度R6年度R5年度

357名368名 360名個人会員数

58件 60件企業・団体会員数 55件

861,000円881,000円 868,000円総  額

区  分 R6年度R5年度 R7年度
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OSNSを活用した情報提供の強化

本会及び歴木保育所のホームページでは、これまで各種事業やサービスの紹介および行事

案内等、広く情報発信してきたが、一定の年数が経過したことから、ホームページリニューア

ルプロジエクトを立上げ、利用者視点でより情報が得やすい構成やデザインヘ全面的な改定

に向け取り組んだ。

また、引き続き、生活支援相談室においては、パンフレツトや広報紙を活用し、随時情報提

供を行つた。とりわけ、生活困窮者の中には、不登校やひきこもり等、対面での相談が困

難なケースも多くあり、信頼関係を築くまで、SNSを活用した方がスムーズな相談対応が

できるため、Facebook(フ ェイスブツク)、 X(旧ツイツター)、 LINE(ライン)等を「コミュ

ニケーシヨンツール」として活用した。

【ホームページやフェイスブック】

http://wM～Ⅵomshakyo―隠zunatcom/  http://― omshakyo Hzuna.com/kunu額 /

⑦総合福祉センターの運営

0総合福祉センター利用状況

②総合消防訓練

今年度は、1回 目の訓練は、9月 に、福祉団体 (老人クラブ

連合会・母子寡婦福祉会等)を交えた避難誘導訓練と屋内

消火栓の操作の確認を行つた。2回目となる2月 の訓練で

は、水消火器を使つた消火訓練を体験し、土・日・祝日の

職員が少ない日でも対応できるように学んだ。

感 陥 4■全霊韓

社協ホームページ

J♂ 編
奪止

０
”

生活支援相談室フェイスブック

765,849円 85.9%659,853円 81.8% 89¬ ,711円 135.1%①利用料収入

109.7% 7,227,コ 62円 司00.1%②賃貸料収入 6,58¬ ,492円 84.2% 7,220,665円

328,655円 91.0%369,443円 79.8% 36司 ,司 46円 97.7%⑥手数料収入

98.2%8,473,522円 刊襴 .3% 8,32¬ ,666円合計①十②十③ 7,610,788円 83.8%

前年比R5年度年  度 前年比R7年度前年比R6年度
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令和7年度 各種会議・各種委員会報告

(1)理事会開催状況

(2)評議員会開催状況

第1回理事会 6月  5日

令和6年度 事業報告について
・令和6年度 資金収支決算について

令和6年度 監査報告
・理事候補者の推薦について
・監事候補者の推薦について
・評議員候補者の推薦について
・社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会

法人カード取扱規程(案)の制定について
・第1回評議員会の開催(案 )について

・議案第 ¬号
・議案第 2号

議案第 7号

議案第 3号
議案第 4号
議案第 5号

議案第 6号

第2回理事会

(みなし)
6月 16日

議案第 8号…理事候補者の推薦について

議案第 9号…評議員候補者の推薦について

6月 24日

・議案第 10号
・議案第 11号・

・議案第12号・
・議案第13号
・議案第14号・

・会長の選定について

副会長の選定について

常務理事の選定について

理事業務担当制部会 委員の選出(案)について

評議員選任・解任委員の選任(案)について

第3回理事会

第4回理事会 8月 4日
議案第15号…社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会表彰規程の

一部改正(案)について

・理事候補者の推薦について
・監事候補者の推薦について

評議員候補者の推薦について
・訪間入浴介護事業・障害者入浴サービス事業からの

撤退について
・総合福祉センターの用途変更及び大牟田市

総合福祉センター管理運営規則の改正 (案)について
・育児・介護体業に関する規程改正(案)について

総合職員就業規則・一般職員及び臨時職員就業規則の

改正(案)について
。第2回評議員会の開催 (案)について

議案第20号・

・議案第23号・

。議案第16号
・議案第17号
。議案第18号
。議案第19号

・議案第21号・
・議案第22号・

第5回理事会 1月 14日

第6回理事会 1月 23日

・議案第24号…副会長の選定について
・議案第25号…理事業務担当制部会 委員の変更(案)について
・議案第26号…評議員選任・解任委員の選任(案)について
。議案第27号…第3回評議員会の開催(案)について
・議案第28号…令和7年度 補正予算 (案)について
・議案第29号…令和8年度 事業計画 (案)について
,議案第30号…令和8年度 資金収支予算 (案)について
・議案第31号…総合職員給与規程・一般職員給与規程の改正案について
。議案第32号…役員等賠償責任保険契約について

第7回理事会 3月¬0日

第1回評議員会 6月 24日

1号…令和6年度 事業報告について
2号…令和6年度 資金収支決算について

令和6年度 監査報告
3号…理事の選任について
4号…監事の選任について

。議案第
・議案第

議案第
議案第

1月 23日
・議案第 5号
。議案第 6号

理事の選任について

監事の選任について第2回評議員会

第3回評議員会 3月 27日

・議案第 7号…令和7年度 補正予算 (案)について
。議案第 8号…令和8年度 事業計画 (案)について
。議案第 9号…令和8年度 資金収支予算 (案)について
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(3)各部会。委員会開催状況

5月 30日

・令和6年度 事業報告について
。令和6年度 資金収支決算について

令和6年度 監査報告
・理事候補者の推薦について
。監事候補者の推薦について
・評議員候補者の推蒔について
。社会福祉法人 大牟田市社会福祉協議会

法人カード取扱規程 (案)の制定について
。第¬回評議員会の開催 (案 )について

第1回三役会・

第1回総務部会

(合同会議)

第1回評議員

選任・解任委員会
6月 18日 ・評議員の選任について

第2回三役会 7月 16日

・社会福祉法人大牟田市社会福祉協議会表彰規程の

一部改正(案)について

・大牟田市社会福祉協議会における職員体制について

。新規事業の受託について
。大牟田市社会福祉協議会職員の処遇について

第3回三役会 9月 10日

表彰審査委員会 10月 16日 ・令和7年度 大牟田市社会福祉協議会表彰審査

。理事候補者の推薦について

・監事候補者の推薦について
・評議員候補者の推薦について
・訪間入浴介護事業からの撤退について
,総合福祉センターの用途変更及び大牟田市総合福祉センター

管理運営規則の改正(案 )について
。育児・介護休業に関する規程改正 (案)について

・総合職員就業規則・一般職員及び臨時職員就業規則の

改正(案)について
。第2回評議員会の開催(案)について

第4回三役会 12月 23日

・訪間入浴介護事業・障害者入浴サービス事業からの撤退について
第1回

福祉サービス部会
1月 7日

第¬回経営企画

部会
1月 8日 令和8年度 新規事業について

第2回評議員

選任・解任委員会
1月 14日 評議員の選任について

第5回三役会・

第2回総務部会

(合同会議)

3月 5日

・令和7年度 補正予算(案)について
。令和8年度 事業計画(案)について
。令和8年度 資金収支予算(案)について
・総合職員給与規程・一般職員契約職員給与規程の改正案について
。役員等賠償責任保険契約について
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令和7年度 役員(理事。監事 )、 評議員等 名簿

・監事)】

太 塚 力 久学 識 経 験 者 会  長
副 会 長 高 矢 勝 保校区社協代表
〃 西 山  明 R8。 ¬.23退任民生委員・児童委員代表

内 田 伸 哉 R8。 1.23就任〃〃

大 迫 孝 i専 R7.6.24遁部壬学 識 経 験 者 常務理事
〃 内 田  勉 R7.6.24翔 M壬〃

R7.6.24退任理  事 金 子 英 彦校区コミュニテイ運協代表
R7.6.24就イ壬〃 田 中 吉 典〃

井  田   謙社会福祉事業施設代表 ″

〃 大 場 和 正 R7.6.24X≧1壬福祉団体代表
〃 泉 田 健 ― R7.6.24京尤イ壬″

〃 杉 野 有 美 子ボランテイア団体代表

松 罵 哲 也社会福祉関係公務員代表 〃

〃 大 野 哲 也 R7.6.24退任市 議 会 代 表
R7.6.24就任〃 檀B井 ち は る〃

学 識 経 験 者 〃 中 村 秀 ―

猿 渡 保 生〃 監  事
〃 内 田 仲 哉 R8.1.23近断壬〃

〃 西 山  明 R8.1.23就任〃

役職名選 出 区 分 備  考

三 浦 紀 子校区社協代表 評 議 員
〃 相 川 清 ―〃

〃 山 田 修 司〃

〃 松 延 隆 広〃

松  永   治 R7.6.24退任〃 〃

〃 水 田 加 納 R7.6.24就任〃

″ 徳 永 春 男〃

民生委員・児童委員代表 〃 森   良 子
徳 永 京 子 R8.1.13退任〃 〃

イム` 尾 ネし 子 R8.1.14就任″ 〃

〃 松 村 重 光校区コミュニテイ連協代表
〃 壬  生   太社会福祉事業施設代表

緒 方 荘 二 郎〃 〃

荒 木 陽 子福祉団体代表 ″

〃 西 河 マ ス 子 R7.6.24道劃壬〃

R7.6.24就仕〃 原 田 カ ズ 子〃

松 尾 サ ダ 子〃 〃

〃 田 中 百 合 子ボランテイア団体代表
〃 平 田 聖 子NPO法人代表
〃 大倉野 素子社会福祉関係公務員代表

R7.6.24退任〃 奥 村 橋 倫市 議 会 代 薮
三 宅 智 加 子 R7.6.24就任〃 〃

〃 池 端 祥 久学 識 経 験 者
〃 富 安 信 夫 R7.6.24退任〃

R7.6.24就任〃 立  石   修〃

関 誡〃 〃

〃 奥 薗 征 裕〃

〃 井 止 信 弘〃

役職名選 出 区 分 備  考氏    名

【顧問】

R7.6.24
学識経験者 備 考氏    名役職名
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